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　近年，幼児教育の強化充実が提唱され，それに対応し

て，就学年齢のひきさげや幼稚園義務教育が云々される

ようになった。このようなことは∫基礎的研究なしにす

すめられることではない。われわれは，ここで保育所側

からの問題にしぼり，もし仮に幼稚園が義務制になれば

保育所のあり方はどうなるか，保育所に預けている母と

子が当面する問題は何かを追究することとした。

　本研究は，つぎのつの4部門からなる。

　工　香川県の各地幼稚園を防門して実態を聴取すると

　ともに，保育所関係者からの実状報告をうけて考察

　する。

H　香川県の実態をもとに，東京都の保育関係者から

　東京都の塀合について推測的意見をもとに考察す

　るo
皿　東京都で働く母親が幼稚園に通わせるときにおこ

　る問題を審例研究によって検討する。

W　香川県各地幼稚園の働く母親を対象に質問紙法に

　よって実態調査をおこなう。

1　香川県での実態調査

　香川県は公立幼稚園がひろく普及し，有職の母親も子

どもを幼稚園に通わせている。その実態を知るために香

川県におもむき，調査（N幼稚園の午後の生活調査）を

依頼した各地幼稚園の園長から薩接実状をき、くととも

に，保育所関係者の集りをもち保育所側からみた問題点

を話しあってもらった。

1・　幼稚園訪問聴取

　《高松市高松幼稚園》

　高松市は香川県の県庁所在地で地方の中心都市であ

る。香川県は公立幼稚園が各市，各町に設置されている

のに，高松市だけは旧市内に公立幼稚園はひとっもな

い。 私立幼稚園だけが3三園あり，市町村合併で新市内に

なったところに公立幼稚園だけ13園ある。保育所は公立

27カ所，私立12カ所である。父兄の職業は会社員，公務

員，，商庸が主であり，母親は働いていることを幼稚園に

かくしたりする。【保育料は月額4，000円～5，000円であ

る。保育所では「知的におくれる」と思いこみ，職業を

もつ母親も子どもを就園させている。

　《観音寺市観音寺幼稚園》（明治35年創立）

　商店，漁師村があり，内職をしている母親が多い。4

歳から幼稚園へという考えが強い。大部分の母親は仕事

をもち，午後は子どもを母の実家や親戚に預けたり，家

で祖母にみてもらっている。そして母親は幼稚園に長時

間保育の要求をだしている。市には公立幼稚園．9園・私

立2園あり，公立幼稚園は地区ごとに1園づっある。そ

れに比べて保育所は公立保育所が4園だけで・入所希望

しても入れない現状であり，4km遠くから湧う子もあ

砺保育所がないために幼稚園へ通う子も多い。幼稚園

の保育料は月額500円，所得により全額，2／3，1／2免除

と全額負担の4段階に分かれる。減免制度は，他の市町

の公立幼稚園共通である。

　《多度津町四箇幼稚園》

　農村に誘置工場のある町で，母親は何らかの職業につ

いている。内職は工場の下受け作業（縫製｝部品紐立）

が多い。公共幼稚園4園と私立保育所4園があり，公立

保育所のない町である。私立幼稚園もない。祖父母と同

居者が多く，同居していないものは本家や実家に子ども

を預けている。いわゆる「カギっ子」はいない。保育料

は700円。

　《丸亀市丸亀西幼稚園》

　市内の幼稚園は全部3年保育からである。3歳児で入

園させるもの力弐殆ん’どである。送迎力三大変だカ、らと2年

保育希望者が少しいる程度。1年保育は転居者の他には

いない。市には，県立幼稚園1，市立幼稚園8 ，私立幼

稚園3園があり，保育所は公立保育所11，私立保育所1
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である。親の職業は会社員が多い。母親の約半数は有職

婦人である。保育料800円。

　《善通寺市善通寺幼稚園》

　保育所から2年保育に就園するものが，例年半数以上

を占める。大部分の母親が仕事をもっている。園の送迎

は祖父母が多い。親の職業は会社員，公務員，自衛隊員

商店に大体4分される・市内の幼稚園は，公立8，私立

1で，保育所は公立4個所だけである。幼稚園の保育料

は800円。

　《大内町三本松幼稚園渉

　90年前から全国の大部分の手袋がこの辺一帯でつくら

れている。家内中，町中が手袋中心とした仕導に従箏し

ている。　（内職または一家の会社組織で手袋の染色，縫

製の仕事）。1～3歳までは保育所に預け，4～5歳は幼

稚園へと横割になっている。母親は幼稚園は義務制だと

思っているガ午後は近所の人や親戚に預けている。幼稚

園は公立が3・私立がヌで，保育所は公立5・私立1で

ある。幼稚園の保育料1，200円。

　以上でみるように，商松市以外は公立幼稚園の普及率

高く，幼稚園の2年保育を義務制と、思っているものも多

い。保育料も安く，そのうえ，就園奨励制度として減免

の処置がなされている。このため園長はひどく繁雑な事

務処理を要求されている。幼稚園に通わせている母親の

大部分は職業をもっている。その割に子どもの午後の生

活に困っておらず。皆，祖母や実家，近所の人などにみ

てもらっている。観音寺市では保育所の不足が問題にさ

れ，時間延畏の要求が出されている園もある。これは，

近年保育所が近くに出来た地城の幼稚園である。つまり

保育所の設置によって，保育所を意識しはじめたといえ

よう。それまでは小学校と同導ように幼稚園を義務制と

思い，時問延長の要求など出していなかったという。ま

た，母親たちは幼稚園と保育所をあまり区別していない

ともいえる。

2・　保育所側からみた実態と問題点

　香川県で長年保育所保育にたずさわっている現場の人

9名と現在保育行政に関係している人4名に実態をきい

た。出席者は川西美代（保母の会会畏）山条祐教（愛集

苑保育園長）宮本藤枝（薩島第二保育所）葛西アサ子

（香南保育所〉赤松章野（三本松保育所）草薙達子（高

瀬南部保育所）和気妙心（白方保育所）岡朝子（愛光保

育園）吉岡博子 （丸亀土居保育所）大西弘（県婦入青少

年課課畏）島田正之（婦人青少年課）岩根昭子（〃）伊

　　　　　　　　　　　　『藤文子（〃〉の諸氏であるも

　（1）　行政的実態

　香州県の就学時の就園率は85、97％で全国一である。

これを保育所との割合でみると・3歳児は，保育所41％

：幼稚園169らであるが，4歳児になると保育所26％＝幼

稚園72％と急に幼稚園児の割合がふえ，さらに5歳児で

は保育所児13％1幼稚園児86％になっている。保育施設

は，現在保育所が187カ所，幼稚園が214カ所である。し

かし，保育施設は毎年10カ所づっ設置され，300カ所に

なるのも聞近い。幼稚園はつくりすぎており，統合した

りして減ることはあっても増設はできないQ保育所の数

の方が多くなるであろう。なぜなら，措置児数は年々増

加しており，保育所の要望は高まってきている。行政的

に母親の要望にこたえるため，保育所設置にカをいれて

いるo
　香川県の保育専門学校では幼稚園と保育所の両方の資

格がとれる。将来幼稚園と保育所の人華交流を可能にす

ることを考えているQ待遇面の均衝を考慮し，こうした

交流のなかで互いに内容を知り，保育内容面の一元化を

考えていきたい。このことで親や地域の人の意識も変え

ていくことができると思う。数年前までは無資格の保母

が多かったが，現在は92％が有資格者であり，そのうち

60％が学卒になっている。現在香川県の保育所保母の数

は1，300人，幼稚園教諭800人である。

　（2）保育所での実態

　丸亀市では，10年前は5歳児まで保育所にいる子が85

％であったが，現在は2年保育から幼稚園に移行する子

が95％になっている。市の指宗と親が幼稚園教育をのぞ

むからである。直島は町役場が4歳から幼稚園ときめて

おり・5歳で保育所にいっているのは，幼稚園が遠すぎ

る。保育所一カ所である。三本松では大部分の4歳児が

幼稚閲にいく。ひとりふたり4～5歳児が残っても指導』

しにくいので保育所も僅少の子なう年長児を預るの倭遠

慮したい。大川町全体でみても保育所児は，0歳児1名，

工～2歳児945名，3歳児444名で4歳児は186名である。

この4歳児186名は，幼稚園が保育所の近くにない一箇

所の保育所児である。商瀬の保育所では，小学校校舎と

幼稚園が一緒なので，児童数の増減により，役所から今

年は保育料を安くするから4歳児も保育所におくように

といってきたり，大変不都合が多いといっている。香南

地区は町役場のとりきめで，4歳以上幼稚園となってい

る。一昨年保育所ができてから，母親が長時問保育をの

ぞんで保育所におきたいと要望をだしている。それがで

きないなら幼稚園の保育時問の延長をと要求している。

香川県の各地で母の要望から1時問100～200円と保育料

をとって時間延長している幼稚園もできている。小学校
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のサロン学級（学童保育）に一緒に幼児をいれている所

もあるが，子どもがいやがり行かない。直島では新しく

幼稚園設置の計画があったが，母親たちの強い保育所要

望の声が通り1幼稚園と保育所を一緒にした幼児学校の

設置に変更された。しかし，一般の母親は，幼稚園は義

務制と思い当然のように幼稚園に通わせ，時間延畏の要

求をせず何とか解決している。職業をもつ母親が圧倒的

に多く，子どもは祖母や親戚，近所の人がみた弘家の

周辺で遊んでいる。近隣の結ぴつきが強いことと遊ぶ空

地などがあるので救われている。

　（3） 幼稚園へ移行する理由

　a・行政機関の指導がつよい。市・町が勧誘する。48

市町のうち，就学まで保育所でというのは6市・町のみ

である。他は3歳から1町，4歳から7市・町，5歳か

ら15市・町が幼稚園移行への運営方針をとっており，部

分移行は4歳児17市・町，5歳児2市・町の方針になっ

ている。香川県では市・町そして学校・幼稚園の業績の

向上，職員の獲保のためにも幼児奪幼稚園へ勧誘する。

　b・幼稚園が普及しすぎてデメリットがでてきてい

る。「親の幼稚園教育への期待』r幼稚園へいかなければ

学校へいっても遅れる」r保育所では教育して貰えない」

という意織が強い。　r皆幼稚園にいくのに保育所ではか

わいそうだ．1という気持もある。これらは教育偏重の考

えと保育所の認識が足りないことのあらわれである。

　c・保育料の問題。保育所は保育料が高いので4歳か

ら幼稚園へ移るものが多い。教育が云々という以上に経

済的なこと力主ニヒ台壱こあるのではないか。

　d・保育所の不足。保育所が年々増設されるにつれ・

保育所を希望するものもふえてきたが，まだまだ入所希

望者を全員うけいれるところまでレ・っていない。近くに

保育所がないため幼稚園にいっている子も多くなってき

ているo

　（4）　問題解決のために

　香川県の保育行政が意欲的に実践的に発展しているの

で年ごとによくなっていくのは期待できる100年の歴史

をもつ幼稚園と25年の歴史の保育勝であるが，今後保育

施設の増設，幼稚園と保育所の人事交流などで徐々に認

められるようになると思う。一方，保育者自身が父兄や

地城の人たちと連帯感をつよめるなかで地道に周囲の人

たちの保育所への認識を変えていく必要がある。

　なお，各地幼稚園訪問の報告の詳細，保育所関係者の

座談会記録，香川県の実態（保育所幼稚園児の年齢構成

保育所の現況，措置児の推移）は，印刷の都合上省略す

るo

皿　保育所における今後の方向に関す為推測的意見一東京都のばあい一

　幼稚園，とくに公立幼稚園が普及して義務制のように

なれば，保育所はどのような形になるか。香川県は商松

市を除き他の地域は公立幼稚園が殆んどである。母親た

ちは義務制のように思って就園させていることも今回の

実態調査で明らかにされた。香川県だけでなく京都を中

心とした地方でもこの傾向がみられる。もしかりに将来

幼稚園が義務制になれば，束京ではどのような問題がお

こるだろうか。香川県での輿地調査を土台として，東京

都で長年保育現揚にあった入たちに，東京都周辺での将

来の保育所のあり方を中心に意見を出してもらった。

　出席者は，鈴木とく　（都立練馬保育専門学校講師），

加藤照子（世田谷区立大蔵保育園園長），山崎多鶴子（相

模原市みどり保育園園長），打矢千鶴子（港区志田町保育

園園長），鈴木政次郎（厚生省児童家庭局母子福祉課）と

本研究担当の牛島，星である。

　その要約はつぎのようになる。

　1．親め問題一幼稚園が義務制になれぱ，東京の親

たちはどのような反応をするだろうか，どのような問題

に直面するだろうか一これについて，東京都は地域に

よってさまざまであろうという意見が出された。（1）ある

地域は幼稚園がどんなに普及しても保育所をえらぶだろ

う，現在の母親たちの生活と保育所への期待からみて幼

稚園の半日保育をえらぶことは考えられない。（2）最近と

みに保育所でも幼稚園と同じように教育もしているとい

う認識が高まってきており，進歩的な母親たちは保育所

を選ぶであろう。（3）一般の母親たちは，日本全体が学校

中心，教育中心の風潮がつよいので幼稚園を選ぶことに

なるだろうが，香川県のように午後放っておくことにな

らないだろう。何らかの形で午後の保育が考えられなけ

ればなら癒い。親としては小学校低学年で直面する問題

をそのまま幼児期にぶつけられることになるだろう。レ＼

ま，学童期に入って困ることは，生活上勤めはやめられ

ない，それでも小学校の先生から「働いている母の子

は」「学蛍保育に通う子は」と問題にされる悩みであ

る。また学童保育や児童館は保育所と違って二重保育の

形式であり，一日一貫した形でないので連絡がとりにく
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く心配であるo

　そうかといって，香川県のように祖母にみてもらった

りするわけにはいかない。港区などでは，自宅での内職

や祖母が同居していれば保育所入所資格に欠けるほどで

園児145人の殆んどが外勤の母親であり，子どもが幼稚

園から帰ってもみてやれるものはいない。母親としての

問題は東京都では深刻なものになろう0

　2・子どもの問題一保育所を必要としている子が幼

稚園にいったばあい，束京ではどのよう塗混乱や問題が

おこるだろうか一

　（1）東京は，子どもが幼稚園から艦って，ひとりで遊

んでいるような環境にはない。遊び場はなく交通ははげ

しく危険である。都市は地方出身者の集まりでもあり，

近所に母の実家がある，親戚があるといった香川県の状

況とはまるで違っている。狭少な家屋に住んでいるので

祖母と同居している家族も少ない。都市の特徴として近

隣との地域的結びつきもない。地域的結びつきは東京の

下町にはわずかに残っているだろうが，近所の子どもの

名前も知らない生活をしている人が圧倒的に多い。この

都市的傾向は，・神奈川県，埼玉県，千葉県にベッドタウ

ンとして居住を持つ団地などを中心として東京周辺に拡

大しつつあるといえよう。

　（2）保育所の子どもたちが幼稚園にいけば，午後「カ

ギっ子」になってしまう。児童館や学蛍保育は現在の学

童たちにも魅力ない存在となっているが，幼児の場合な

お間題は大きい。午後保育所へ帰ってくる形も考えられ

よう。子どもは，一日に何段階にも保育者が変わること

になり，幼児だけに一層混乱が大きいと思われる。

　（3）保育所は，少ない人数を複数担任で受けもち，一

日の流れのなかで子どもを保育している。その生活を身

につけた子どもたちが，幼稚園に移れば，保育所から幼

稚園と場所が変るだけでない問題が残る。　4歳で新しい

集団に入るのは，家庭から直接幼稚園へいく子より，戸

惑いも多いと思われる。幼稚園側で保育所からきた子を

理解して，受けとめ方を考えないど不適応をおこすこと

になるだろうo

　3・保育所運営上の問題一東京のばあい・どのよう

な影響をうけるか，行政的制度ではなく，保育現場の観

点から考察する一

　（1〉保育所では0歳から6歳まで一貫した保育をして

いるが途中で中断されてしまうことになれば問題ではな

いか。子どもたちは，小さい子は年長児の影響をうけ，

年長児な乳児や1～2歳の幼児と接することで得るもの

が多い。また，保育者も乳児を保育した経験があって年

長児を保育することで，幼稚園のように年畏児だけ扱う

より，子どもをみる目は確かになっているのではない

か。

　（2）圧倒的に幼稚園が増えなければ不可能だか，もし

幼稚園が普及して，香川県のように保育所は3歳以下と

いうことになれば，それはそれなりに考えなければなら

ないだろう。幼稚園から保育所に滞ってくる形をとって

もよい。一日のうち2～3時問何か教えることよ堕，保

育所で子どもの生活全体の養護や指導をする方がより 有

意義であり大切なこ≧なのだから。ただ子どもの生活を

一日の流れとしてみられないのが問題である。今後，保

育勝でも幼稚園と同じく義務教育をうけたということに

なればよいのではないか。母親たちは，保育所が厚生省

の管轄で幼稚園が文部省であると区別していない。それ

だからこそ香川県では幼稚園に時間延長を要求したりし

ている。現在，保育所保母も二年制教育をうけ，幼稚園

教師の資格をもっているものが多いので，保育所でも義

務教育ができるのではないか。

　（3）東京では保育所に対する社会的二一ドと認織が高

まってきている。この傾向は現在すでに地方都市にもみ

られるところである。しかし，全国的にみれば香川県の

方式，つまり幼稚園志向型に流れることは否定できない

であろう。保育所を託児所のイメージに重ね会わせてう

けとる認識が一般的だからである。ここで必要なのは保

育所自身がその活動や内容について広く社会一般の認識

を求めて努力することである。

　（座談会の記録は紙面の都合上省略する）

皿　働く母親と子どもの幼稚園生活一東京都一

　当研究所附属のナースリー・ルームは，朝9時から午

後5時まで預かる施設である。、年齢は0歳から3歳まで

が対象である。したがって，ナースリー・ルーム修了後

はン幼稚園あるいは保育所にいくoこの就学前の2年問

母親が幼稚園に預けたばあい，保育時間が短かくな堕，

幼児の午後の生活に対して何らかの解決法をみいださな

ければならない。これをさぐることに よって，幼稚園の

義務制が制度化したぱあい，都市の働く母親とその子ど
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もたちにもたらされる問題がどのようなも卯であるかを

知ること力二できよう。

　以上の目的から，ナースリー・ルーム修了者の母親に

面接あるいは電話によって事情聴取をおこなった。質問

項目は，1）子どもの氏名，生年月日，修了与度。2）両親

の生年月日，勤務先。3）当時（ナースリー・ルーム修了

時）の家族構成。4）修了後通った保育施設あるいは幼稚

園。5）ナースリー・ルーム修了のための母親の仕事の変

化。6）幼稚園のばあいの子どもの生活（幼稚園への送迎

帰宅後世話をする入。おやつ，昼食の与え方など）。7）

保育に要した饗用。8）当時，養育にあたって困ったこと

9）しつけ・教育に関して困ったこと。10）母親の勤務へ

の支障，身心の負担について。11）子どもへの影響。12）

その他感じたこと。以上の12項である。

　対象は，昭和34年3月から昭和44年3月にわたるU年

問の修了者である。最近数年間の修了者蓼除いたのは，

保育所の普及により，修了後保育所へ入所するものが多

くなったことと，またナースリー・ルームでも，隣接す

る幼稚園と連絡を密にして，午後ナースリー ・ルームに

受け入れる体制をとり問題を解消しているからである。

延人員30名の資料をえたが，このうち11組は兄弟姉妹で

ある。同じ家庭でも，兄の時と弟の時とでは環境条件が

ことなり，かかえている間題も解決方法も当然違ってく

るので，子どもひとりひとりのケースとして分析するこ

ととする。

　《父母の職業》

　（父親）　　　　　　　　　（母親）

会祉員　　’　　　5

大学（教授・助教授）3

研究所員

公務員

小学校教師

自由業

開業歯科医

写真材料店

3
2
2
2
1
1

（同居人）

1祖父1祖咽その他の身内i手伝い

　　14男唖棟（4）4髪｝ij棟（3）5
通い1　通い　2　　通い　1　通い　5

研究所員

看護婦・薬剤師

出版・放送会社

公務員

小学校教師

大学講師

自宅（歯科医・美容

院・写真材料店）

5
4
3
2
1
1

計1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　10　　　　　　8　　　　　10

　同居人と別棟に住むもの，通いで手伝いにくるものを

表にしてみた。祖母，祖母以外の身内，手伝いの人がそ

れぞれ1／3づつになっている。

　《修了後の入園先きと母の仕事の変化》

　入園先きi人数瞬な噛間綱退職
私立幼稚園

保　育所
自　　宅

23

6
1

18

6
1

2
0
0

3
0
0

計
30

Il

25 2 1 3
　幼稚園では3名のものが退職，そのうちNo・5（資料

No・）は3カ月勤めを続けたがうまくいかずに退職して

いる。勤務を時間短縮したもの2名である。子どもを幼

稚園にいれても仕塵を変えなかったもの18名であるが，

6名（No，2，10，12，14，16，26）は，欠席・早退・

遅刻が多くなり仕箏の能率が下ったことを報告してい

るo

　《幼稚園の送迎，帰宅後の世詣》

　保育所に通ったものは父または母が保育所への送迎を・

している。幼稚園のばあいは，祖母や叔母などの身内の・

もの，手伝いの人が迎えにでている。No2娼，17・29は

子どもを迎えにいくためのアルバイトを時間給で依頼し

ている。幼稚園から帰ってからの子どもの世話をする人

をみるとつぎのようになる。

自宅概轟そ9轡摯甜

3

　両親の職業は殆んどが専門職であ窮さらに資料をみ

れば，責任ある地｛立にあることが明らかである。

　《家族構成》

（子ども数）　　　　　　　（家族数）

　　　　　　　　　　　　　　　　共同保育・
他の家』 瓶得騰保確）
　幼稚園にいった子のうち，母が退職したケ［スを除い

た20名についてみた。共同保育，保育々マのばあいは二

重保育になり，幼稚園から午後預ける所へ子どもを移動

させるのに，母が昼休みを利用した窮手伝いを頼んだ

りしている。母の勤務先ぎですごす子は2名で，ひとり

は美容院，ひとりは大学の研究室である。祖母が自宅で

子どもをみるのは6名であるが，3名はナースリ［・ル

ーム修す後同居に変えている。また，No・12は・毎日祖

父演鎌倉から幼稚園の迎えにでるため上京，夕方母が帰

宅するまで子どもをみていて帰るという生活をしてい

る。
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　《保育に要した費用》

　ナースリー・ルーム修了後退職した母を除いた27名の

報告のうち，家族に子どもをみてもらい，保育費を要し

なかったもの7名ン保育のため経費かけたが額を忘れた

もの8名であった。つぎに記億しているものの保育に関

した費用をとりだしてみる。

　No・1祖母に子どものおやつ代として月5，000円（昭

37）。No・8保育ママの費用，月額4・000円（昭36）。

No，11手伝いの人に工日500円，1食づき，ボーナス

1・5カ月分（昭4工）。No，12手伝いの入，月20，000～

30，000円，ボーナス年2回（昭40～42）5No，15幼稚園

への出迎え依頼，時問給1時間100円（昭41）。No・17幼

稚園への出迎え，同敷地内の母の勤務先きまで連れてき

てもらう。月1，500円（昭41）。No．26手伝いの人に1

日800円（昭42）。NQ・29保育園保育料2，30q円5出迎え

と夕方みてもらう学生アルバイトに月10，000円，夜問は

1回1，000円で月額18，000円～20，000円　（当時母親の給

料24，000円）

　《当時かかえていた問題》

　（幼稚園に関すること）

　r父兄会，遠足などに出られない」　「母が送迎できな

い」　r他の父兄との交流に欠ける」などが多くあげられ

勤めの関係で子どもを朝早く連れていきたいが幼稚園の

開園時問がおそくて困ったという声もあった。

　（養育・しつけに関すること）

　「世話を頼む人と母とのしつけの統一がとれない」「世

詣を頼む人が病気のとき困る」がもっとも多い。日常生

活では，母が帰宅してから夕食準備にかかり，そのあと

夕食になるので，子どもがお腹がすいてしまう，それま

でに何か食べさせると夕食を食べなくなるという問題も

出ていた。夕食がおそいので子どもが睡くなってしまう

また逆に子どもが昼寝をするので夜いつまでも寝ないと

いう問題もでていた，

　（母の勤務への家障，心身の負担について）

　幼稚園の父兄会，当番，行事のとき，欠席しなければ

ならず勤務上の支障になったというもの5名，「通いの

手伝いが当日の朝連絡して休むので勤務の予定が変更に

なり無蟹任な勤め壱こなり困った」というものもいる。心・

身の負担については，r忙しく心のゆとりがなかった」

というものが一番多く8名，睡眠時間少なく疲労がひど

かりたと・いうものもあった。

　（子どもへの影饗）’

　母の生活があわただしく，子どもとの接触が少なかっ

たと悔いている（6名）◇子どもは早くかな自立し，自

主性のある子に育った（5名）という一方，精神的に不

安定であり（2名），何人の手にも渡って育っためで人

の顔色をみる子になった（1名）と問題も出されてい

る。

　以上，アンケートの30ケースをまとめてみたが，現在

小学高学年～高校生になる子の幼児期のことで10年もさ

かのぼっての印象であるため，当時直面していた困難な

問題の記憶も薄らいできている。それでも，アンケート

をうけた母親たちは，当時は現在のように保育所が量質

ともに備っておらず，ナだスリー・ルームが4～6歳ま

で延長されれば良いと思い続けたといっている。対象と

した母親のひとりは，他のナースリー・ルームの母親た

ちと，子どもたちの共同保育をしたり，学漁保育設置の

ため東京都や港区へ働らきかけをしているQ

　何れにしても，それぞれ何らかの解決策をとっている

のは窺実であるQ退職した一割を除き，幼稚園の近くに

転居，勤務先き近くに転居，祖母と同居など居住の環境

や条件をかえて合理化をはかったり，祖母や手伝い，職

場の入などの理解と協力をえて切抜けている。母親と子

どもの心身の疲労，経費の点からいえば，自宅一一保育

所（幼稚園）一職揚一一一保育所一自宅と一日に行動

する距離の問題は大きい。もうひとつは，周囲の人びと

の理解と協力である。この二点が問題解決のポイントと

なっている。

　ここで出された具体的な問題点は，東京都の働く母親

の実際の問題をうきぽりにしている。「幼稚園の送迎行

事に出られない」「他の父兄との交流がない」・「母と子

の接触がたりない」　「心のゆとりがない』などは香川県

の鯛査でも1～2位にあげられた問題であるo香川県で

多かったr交通事故や危険なことに対する心配」は，逆

にみられない。東京都では，幼児を放っておくことはあ

まりにも危険で誰かが子どもをみているからであろう。

それだけに，幼稚園以外の保育費をかけている。また，

「子どもの夕食がおそくなるjに関した間題は香川県で

はみられない。香川県では職場と自宅が15分以内という

ものが多いので当然ともいえる。通勤時間が1時間前後

が普通の東京では，幼稚園の開園が遅いことや夕食時間

が遅くなる問題が出される。子どもを頼む人の病気や都

合で困るのも，近隣社会との結びつきがなく，ただひと

りの人に頼っている都会的な問題であろう。

　ここで臭橡としたミ鞭Uは，東京都一般の典型とはいえ

ない。経済的にも恵まれ，専門職であるために勤務時間

はある程度融通つき，またマイカーやタクシーで子ども

を送迎したりしている。祖父母と同居し，あるいは住込

みの手伝いをおく（ここでは30％，香川では外勤フルタ

イムで0・45％）場合にも，住宅のゆとりや経済瑛情が左
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右する。したがって，東京の平均的な条件にある一般的

母親のばあいには，以上考察したよう詮諸問題は，さら

に増帆された形であらわれてくるのは当然である。

　（各事例をまとめた資料は，1三lj刷上，掲載を控える）

W　香川県における幼稚園児の午後の生活についての調査

工．目 的

　香川県は，幼稚園とくに公立幼稚園が数多く設置され

ており，その就園率は85．97％と全国一である。仕事を

もつ母親も幼稚園に子どもを通わせている。そのばあい

幼稚園から帰ったあとの子どもたちの生活はどうなって

いるか，親たちの問題がどこにあるかを知ることが本調

査の目的である。なお，もし仮に幼稚園が義務制になれ

ば，全国的に香川県の実態に近づくだろうとの想定のも

とに本調査をおこなった。

2。調査方法

　（1）対象および手続き

　財団法人幼児研究所高松幼稚園の協力をえて，県内各

地にわたる幼稚園を選択してもらい，つぎの幼稚園を対

象とした。

　商松市（高松・高松東・太田百華・聖母幼稚園），観音

寺市（観音寺・観音寺東幼稚園），善通寺市（善通寺・中

央幼稚園）， 丸亀市（城西・城北・城東・城坤・東・群家

幼稚園〉，多度津町（四箇・豊原・多度津幼稚園）・庵治

町庵治幼稚園，大内町三本松幼稚薗，白鳥町本町幼稚

園。

　高松市内は私立幼稚園だけであり，他の地城は市立あ

るいは町立幼稚園である。以上，20園を対象に，質問紙

を職業をもつ億親に渡し，封をして幼稚園へ提出する

形式をとった。配布数1，700，有効回収1，614，回収率

95，0％であるo

．（2）調奪項目

・1．家庭状況（家族，居住環塊，家賃，周囲の環境，

亭どもの遊び揚）H．母親の勤務状況（仕事の内容と時

間，勤務先，通勤時問，出勤時間）皿．子どもの保育状

況（就園前，幼稚園生活，幼稚園から帰ってからの保育，

子どもの午後の生活），N，幼稚園から帰ってからの母

の留守中のし？け，V、子どもを幼稚園に通わせて働い

でいることについて，W，仕事に対して一以上の項目に

ついて質問した（調査用紙一p347～352一参照）。

　（3）調査日時

　工973年10月質問項目を検討し，11月質問紙を作製，12

月に調査を依頼する幼稚園の選択にあたり，1974年1月

に調査を実施したo
　　　　　　　　　　　　　　　り

3．結 果

　（1）高松市内は幼稚園はすべて私立であり，他の地域

は殆んどが公立幼稚園である。したがって，高松市と他

の地域とを対照して検討することとした。まず，母親の

勤務状況（質問紙項目H　A　a）から，「外勤のフルタイ

ム」　「外勤パートタイム」　「自営業」　「内職j　「職業な

し」の5群に分け，勤務状況のちがう5群のそれぞれに

ついて，高松市とその他の地域を比較することとした。

第1表は，母親の勤務状況を分類したものである。これ

は，得た資料の結果であり，実態がこの割合であること

を意味しない。また，調査対象として仕事をもつ母親と

したが，幼誰園によっては仕事のない母の回答も含まれ

ていたのでr職業なし』として対照群とした。表の合計

第1表　母親の勤務状況

計　入1，492 外勤・外勤・
ノレ　パート

4081　205

自営業

444

内職

243

無職

192

　　　　　　　　％
高松市　51221、713．535．313，116・4

他地域980 31392載817’911’1

第2衷家族数
外勤フルタイム 外勤パートタイム 自　営 業 内 職 職業なし

高　松 他地域 高松 他地域 高　松 他地域 高　松 他地域 高　松 他地域
NMSD 111

．9

．25

295

．9

．30

69

．8

．26

136

．5

．09

181

．1

．40

263

．3

．27

67

．9

．45

176

．7

．14

　84

．

50．96

108

．5

．25

t P＞0．99 0．10＞p＞0．05　　0．20＞p＞0・10　　0，30＞p＞0、20 P＞0，99
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第3表　父親との同居 π2一＊＝0．05＞p

鋤フノレi鋤パート1＊自営業 内　職 無　職
高松1その他1高松その他高松1その他商松その他1高松1その他

計 111人　　292 681・311・782561 66！　167ナ
図・・3

同　　　　居 91．0％ 88．7 100．0 94．6 100．0 93．7　　95．5 93．4 98．8 93．2
勤務上別居 4．5 4．5

一
2．3

一
1．2　　　3．0 1．8 1．2 5．8

別　　　　居離　　　　別

r　　　　別

一〇．93．6 2．0
．ユ

．7

一一一 8．5
．8

．8

一一一

llll1歪α81

一2．42．4 一一一
1．〇一一

第4衷　母の年令

外勤フルタイム外勤ぐ一トタイムi自営業1内職1 職業なし

高松1その他1高松1その他1商松その他1商松1その他1高松1その他

　Nσ

SD lll羅罪舗茸翻熱1購 　823．0．45
107

3．6

．84

t 0・70＞p＞0・60　　0・80＞p＞0・70　　0・10＞p＞0・05　　0．40＞p＞0．30　　0，40＞p＞0．30

第5表　子どもの数 ヱ2一＊＝0．05＞p

外勤フル 外勤パート 自営業 内職「無職
高松1その他1高松その“松1その他1高松1その他1高松1 そQ他

N
M
SD

111　296　581
1．9　1．9　2．31
α51・・6・1・3gl

13座

1．9

0，58

17gl2631　66　175　831 108

01ゑll　o講o鵠o％l　o號・olき1
　8

t P＞0．99 0，01＞P 0，20＞p＞0，10　　0，30＞p＞0，20　　0，10＞p＞0．05

第6衷同居者 多2一＊＝0．05＞づ

外勤フル1 外勤パートい自鹸1内職 無　職

高松1他1高松1他1商松1他1商松1他1高松／他
謝・ ・48入1 410 86　　　　　167　　　　　254　　　　　366 911 2051

92　　122

な　　し 4L4％ 38．4 72．5 66．2 48．1 41．1 62．7 66．5 83．3 78．7
祖　　父 26．1 31．7 13．0 18．4 27．6 32．7 22．4 16．5 10．7 11．1
祖　　母 51．4 57．2 24．6 30．9 43．6 52．1 32．8 26．1 11．9 ユ7．6

その他の身内 13．5 9．8 10．1 5．1 9．4 9．1 1．0 3．4 1．2 5，6

子どもをみる他人 0．9 1．0 2．9 2．2 5．0 3．0 1．0 2．8 ■　一

一子どむみない他人 一 一
1．4

一
6．6 1．1 1．0 1．1 2．4

一

数が回収資料数と一致しないのは，該当質問項目の記入

者のみを対象としたからである◎

　1）家族状況。

　a・家族数をみると平均4・5～5・3人であり，「自営業」

の家族数が多く，　r職業なし」がもっとも少ない。高松

市と他の地域とには差はみられない（第2表）。つぎに

傘親と同犀・別居別をみた（第3表）。父親が同居してい

る，勤務上別居している，別居，離別， 死別に分けて検

討すると・　「自営業』・群のものに，高松市とその他の地

区の差がみられ，高松市は父と同居しているものが100

％塗のに，その他の地域では93、7％である。また，母親

の年齢については，平均32・6歳から33・7歳で，地域別に

も職業状況別群にもとくに差はみられない。つぎに，子

どもの数についてみると（第5表），1・9人から2・3人が

平均であ膓「外勤パ［トタイム」群に地域差がみられ，

高松市の方が子どもの数が多く，平均からのずれも多い，

同居者については，親と子どもだけで他に同居人のいな

い家族は，・母親がr職業をもたない」群に多く，高松市

一328一
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第7表a居住環境 エ2一＊；0，05＞P

外勤・フル1糊呼トi館業1内職i 職業なし
高松1その他隔松その他高松1その他1商松1その他1高松1その他

計 11・3人　2521641・。11・6gl2・7i651135i
781

67

一　　戸　　建
　　高　　層
造アパート

71：1％91：II81：殺：いlllい1：1い211i81：lL9　

7・9レ載211臥811・211・814・6いα4

84．61

．7

．7

79．1
．5

6．4

第7衷b　居住環境
犀2＿＊＊＝0．01＞p

『

綜外勤卯1鋤・声司 自営i内職　ド無 職

高松 その他1商松1その他1高松陣他1高松その他隔松 その他

計
1・9人1 289167 132118・1以4164脳　831

98

農・山・漁村
　　場　　街
　　　　地
　　宅　　地
　　街　　地

30．3％2．8

．8

6．8

8．3

44．6　　29．9
0．4

3．1　　14．9
2．2　　44．8
9，7　　1014

2駄5　1＄9　18．0　31．2 323121．7
1：1召1・6街71：ll　l：134．1　　　　39．5　　　　36．1　　　　51．6　　　　42、1　　　　66．3・薮9鍬3レ4広3

・a512L4・生8

15．3
．0

．1

1．0

8．6

第8表子どもの遊ぴ場

外勤ワル1働パー引自営　内職1
磁’01、

職

高松1その他高松その他高松1その他高松その他1高松 その他

計 11・・人1289167・31 ・7725・6311661
811 102

十分　あ　る
まいがあξな　　　　　い
1葦…影1萎…欄li…雛ii難…ll麟

67．gi

9．8

2．3

64．9
5．5
．8

も他の地区も80％前後であるぐっぎが r内職」 r外勤パ

ートJである。地域的差は「自営」群にみられ・商松市

より他の地域に祖父母と同居しているものが多く，使用

人など身内でないものの同居は逆に高松市に多い（第6

表）。

b・ 居住環境は，　「一戸建」　「中商層住宅」　「木造ア

パート」に分けてみた（第7表a）。一戸建の家に住むも

のが多く，全体の平均では88，01％である。地域差のみ

られたものは，、「外勤パート」群であり，商松以外の地

域に中高層住宅，木造アパートに住むものが多い。木造

アパートの住宅は，どの群でも商松以外の地域の方が多

くなっている。

c・住居の周囲の環境を「豊山村・漁村「「工場街j

「団地」r住宅地」「市街地」に分けてみたのであるが

（第7表b），各群とも高松市が「住宅地」が多くなって

おり，とくに明らかな差がみられたのは，「外勤フルタ

イム」群と「職業なし」群である。　「自営業」群は，高

松市も他の市町も市街地に住むものが多く，主に商店で

あることを示している己高松市の居住環境が「農山村」

まで広がっているのは，幼稚園丼スでかなり遠距離から

も通園している結果であろう。また，近年の市町村合併

により，周辺の農村も新市内に併合されている。

d．　家の近くに子どもの遊び場があるかどうかの質間

には第8衷にみるように》市街地に居｛主する「自営業」

第1図　家賃の必要なもの

　　　　　　　　　　　　　　　囲高松
　　　　　　　　　　　　　　　口その他

計 （100％）

外・フル
※※

外・バート
楽※

　自　営
※※

内職

無．職

96人
220

56
101

143
180

5G
120

73
62

P 20
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第9表家　　賃 ＊＊＿濫2畠0、01＞p

外勤フル 1働燭1自 営　　＊＊内 職
i＊＊　紐　　4』㌧、

職

高松1その他1高松1その他1高松1その他1高松 その他凶松 その他

計 16人1 651　17 57　　　25 391　21 44 331
29

～5・000円 50．0％ 40，0　　29，4 49．1　　12．0 15，4　　14，3 54．6 18．2 27．6
～10，000 25．0 32．3　　29，4 35．1　　12．0 17．9　　19，0 27．3 9．1 37．9
～20，000 18．7 24．6　　23．6 12．3　　32．0 43．7　　28．6 13．6 36．3 34．5
～30，000 6．3 3，1　　17．6 3．5　　16．0 12．8　　33．3 4．5 27．3 一～40，000 一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　8．0 5．1　　　4．8
一

9．1
一～50，000 ，　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 ＿　　　20，0 5．1　　　一 一 一 一

第10衰a　収入（父＋母）月額平均 単位＝万円

鋤フルタイム1外勤ぐ一トタイム1自営業　内職1 職業なし

高松1その他高松［その他商痢その他陶松⑳他1商松 その他
　N

SD
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　197　　　　　212　　　　　　57　　　　　　96　　　　　138　　　　　139　　　　　　50　　　　　114

9，0　　　　17．5　　　　13．8　　　　12，2　　　　24，1　　　　17．4　　　　16，4　　　　11，8

8gl生17義43134512・・114・・7危58臥67
　44
6．6

．90

　42
0．1
28

t 0．02＞p＞0。01　　0，05＞p＞0、02 0．01＞P 0、01＞P 0，01＞P

第10表b　収入月額 ＊＊一π2＝0、01＞P

綜外動フル 1外勤ぐ一ト 1糟　営 囲内 職1 無　　職

高松1その他1高松1その他1高松iその他1商松1その他高松その他

計『 96人1 210
571 95i 1381137 5・1 1・・1

43　　　42

～30，000円 5．2％ 8．6 24．6 23．2 4．4　　16．8 14．0 37．8 20．9　　66．7
～50，000 35．0 57．1 40．3 59．0 18．1　　35．0 38．0 46．9 32．6　　21．4
～80，000 32．0 26．1 26．3 16．8 21．7　　27．O 20．0 10．8 23．2　　7．1
～100，000 17．5 6．7 3．5 1．0 17．4　　　7．3 16．0 　0．9 9，3　　2．4
～150，000 5．2 1．0 3．5

一
・17．4　　6．6 8．0 1．8 2，3　　　2．4

～200，000 3．1 0．5 1．8
一

6．5　　　0．7 4．0
『 7．0　　　一

200，000～ 1．0
『 一 ■　一 14．5　　6．6 一

1．8 4．7 　　一

のものが50％台でもっとも少ない。他の群は，自宅に近

く子どもの遊ぴ揚があるものが70％，せまいが遊び場が

あるというものを含めれば80拓になる。しかし，自営業

のものは25％が遊ぴ場がないと答えている。高松市も高

松以外の市や町も各職業群ごとに似た傾向を示してい

る。

　e・家賃については，まず，家賃が必要か，どうか，

っまり，自分の持家とそうでないものをみた（第工図）。

「内職」のもの，　「職業なし」のものでは，高松市と他

の市・町に差はないが，他の職業群では商松市の方が家

賃の必要ないものが多い。家賃の額は第9表に示すよう

に一般に高松市が高額を支払っている。とくにr内職」

群とr職業なし」群に差が明らかであった。

　f・収入の平均を比較すると（第10表a），　「自営業」

が最も多く（高松市平均24万，他の市・町工7・4万円），

つぎが「外勤フルタイム」群であり（高松市平均19・0万

円，他の市・町で17・5万円），r外勤パートタイム』群

が一番少ない（高松市平均13．8万円，他地域12．2万円）。

各群とも高松市の方が高収入であるといえる。収入額を

7段階に分けてその分布をみたのが第10表bである。っ

ぎに父親の月収と母親の月収に分けてみる。父親の収入

は，第10表cに示したものである。「自営業」群がもっ

とも商く，っぎに母親の「無職」　「内職』群がそのつぎ

になり，母親の「外勤フルタイム」「外勤パートタ・イ

ム」群の父親の収入は一般に低くなっている。各群とも

高松市の父親の収入が他の地域のそれより明らかに多く

なっている。っぎに母親の月収をみてみよう（第10表d）

「外勤フルタイム」群と「自営業」群が高収入で，この

両群には，高松市とその他の市・町とに差があり，高松

市のものが高額になっている。母親の収入で一番少ない
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第10表c　父の収入
1＊二翻8鏡（以桐じ）

＊＊ 外勤フノ叫 ＊鋤声ト1紳　自　　営 継　内 職［ ＊＊　無　　職

高松1その他 高松その他陣松その他 高松 ⑳他陣松その他

計 9列
2101
』5gl　g7

1391142 56 121 711　55

へ’30，000 一％ 一
一　　　1．0 一　　　〇．7 1．8

一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

～50，000 一
1．0 一　　　1．0 一　　　4．2

一
4．1 1．4　　　1。8

～80，000 18．1 40．9 27．1　　25，8 10，1　　20．4 10．7 33．1 2．9　　36，3

、～100，000 39．4 38．5 20．3　　43．3 12．9　　33．8 35．7 32．2 23．9　　32，7

～150，000 35．1 16．2 42』4　　27，9 28．1　　21．1 23．2 25．6 35．2　　18，2

～200，000 4．3 2．9 8．5　　　1，0 27．3　　　9，2 19．7 1．7 23．9　　　5．5

200，000～ 3．2 0．5 1．7　　　＿ 21．6　　10．6 8．9 3．3 12，7　　　5．5

第10表d　母の収入 第11表　仕事の内容

1商松！h　l商松1也1筒松随1簡松i　b

計 196人1227國961・1811・1．4司・・8

悔勤フノレ1蝉パ陣営1内職

融i訓商蝿の1融馴翻濡の

～30，000
～　50，000

～80，000
～100，000

～150，000

～200，000

　200，000～

　一偽

11．4

24．0

34．4

22．9

6．3

1．0

12．3

6．7

31．3

7．5

2．2

、

7．011．5

70．261．4

15．824．0

7ち03．1

1三11：撫1：1

29．7　4．222．923．1

37．32工．6　4，2　5．6

14．49，06，3

5．92．7

4．23．6　－0．9

計

販　　売

事　　務

工　　員

専門職
管理職
その他

＊外勤フル謄響パi＊楠営1＊＊内職

離［副綱孟の1醐酬融1翻
1・・人1243

53　111　158

8，0％

8．0

7．0

30．0

7，0

7．8

3．6

23，5

19．4

0．4

．3

18．9

35．8

17．0

9．4

18．9

11．7

13．5

37．0

7．2

30．6

ぽ6．8
0．4

1：1

11：1

1227

50．2

11，5

12．8

7．9

0．4

17．2

5gl・62

5．1

18．6

27．1

17．0

10．2

22．0

12．4

3．7

54．9

2．5

26．5

第12表　外勤者勤務先

計 Il舩庁1会撒行1な讐園1簸中1大学1病院1商店1その他

聯フ　　　ル　　商　松
　タ　イ　ム　　　　　　　　その他

107人1150％

278111生7
22．4

38．1

3．7　　17，8

5．4　　4．7 0．4

14．、d　11．2　1翫9

8．6　　11．2　　16．9

パ　　ー　　ト

タ　　イ　　ム

高　　松

その他

62　　4．8

ユ11 6．3

43，6

31，6　　0．9

1．6

1．8

工．6　　　　12．9　　　　工2．9　　　　22．6

0．9 3．6　　　　19．8　　　　35．1

第13表’a　通勤に要する時問 第13衷b出勤時刻

1吾q一・5分ド6鈎i31翻』旛1論一

淋フルタ高
　イム　他

＊パート高
タイム他

自営高
　　　他

lll人緯ll：繰
1．1　0．7

　　ラ54　170，4

112t75・9

ll：1ユ1：1
1，8　　一
一　　〇．9

46　 58．7　　 32．6
30　　36、7　　　　10．0

6．5　2．2　　＿
一　　3．3　　＿

1計鷹、。。1－9；・・1写2，。。轍1その他

フ　ノレ

タイム
高
他
lllIl雛：1 7．2　0．9

6．3　1．7
0．9

3．5

パート
タイム
高　　61
他　126

14，8
工6、7
59．0
46．8

2工．3　　　1．6　　　3．3

27．8　　　5．5　　　3．2

＊

自 営彊llll：1欝ll：8摺1：1

のは「外勤パートタイム」群である。

　2）　母親の勤務についてo

　a・母親の仕事の内容をr販売」　r事務J　r工員」r専

門職」「その他」に6分類して検討してみた結果が第11

表である。販売は商鷹，各種セールスが多い。工員は縫

製， 電機部品組立，染色などである。その他は運搬，子
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第13表c　帰宅時亥11 第2図　幼稚園の送迎必要なもの

外ワルr怨バ1自司内職
高1他1高1他1高他高1他

計 1・・〈128616・・24を316・lgl・9

1＝00～

＝00～6；00

～8：00

～9二〇〇

の他

90．1
．3

－1．8

7．3

．4

．2

一一6．6

L8％
：誰1：雛llllll：1　　　　　　2．431．526，7　－　　　　　　1．68．36．7　－　　　　　18．66．821．7工1．1

1：131：15．3

計（100％）

※※外，フル　107人

　　　　292
　外・バート63
　　　　13L
※張’ 1営　172
　　　　256

　　　　63　内職　173

高松盟
その地口

0　　　　　　　20　　　　　　40　　　　　　60　　　　　　80　0

第14表　就園前の生活

外ヴル1外・パートi＊粕営　＊柄職 無　職

副他 高1他1高1他1商1他1高1他
言十 1・・16人1 3・41 7・i ・411

1931 283 67 180 63 113

1

母がみる　　18，5％
家　　　人　　42、6
自宅で他入 　1・9
他へっ恥ていく　　21・3

保　育 所　23・1
共同保・育　　一
保育ママ　　ー

2工，2　64．2

42．0　　　19．4

1，4

20，1　　　　　6』0

23、6　　　　22．4　　　　25．8

0．3　　　一　　　　　　 ＿
0，3　　－　　0，8

62．1

15．2

3，0

60，9　　　　36．3

18．4　　　17．4

4．6　　0．8

4，0　　3．1

23．0　　　　49．8

　　　0．4
　　　0，4

74．2　　　　49．4　　　　91．5　　　　75．2

12．9　　　9．8　　　8．5　　10．5

3．2　　　－　　 1．7

3．2　　0．6　　　弾
3．2　　　　43．7　　　　　5．1

14．5　　　一　　　一　　　一

卑・、0、

2工．0

第3図　幼稚園へ母が送って行く 第4図　幼稚園へ母が迎えにいく

　　計（100％）
嵌外・フル　　76人

　　　　169

跡パー

　　　　139巌粕営116Q

　　　　ぐ　※内　職　　 103

　　　　　0　　　20　　　40

盟1高松

口その他

37．3

73．3

61．2

68．9

60　　80％

守・掃除・留守番などの手伝いなどである。各職業群と

も地域差が多く，高松市に事務職が多いこと，その他の

地域に工員が多いことが貝立っている。外勤のものにつ

いて・勤務先をしらべてみると第12表になる。パートタ

イム群には地城の差はみられないが，フルタイムの群に

ば違いがみら．れy高松市に教職員，看護婦が多くなって

いる。

’b・　通勤時聞虻っい；ぐは内職群を除いて，自宅から勤

務先きまでの片道の所要時問（第13表a），出勤時問（第

13表b），帰宅時問（第13表c ）について集計した。全

体的にみて通勤所要時間は15分以内のものが多い。　r自

　両・（100％）

　　　63入外’フル魯協

外・パート32

　　　63
　　　116．※※自．営ユ25

　　　36※※内職74

盟高松
口その他

20　　40　　6P　　80％

営業」のものには地域差がないが，外勤群には差がみら

れ，15分以内は高松以外の地域に多く，16～60分までの

ものは高松市の方が多い。通勤に1時問以上要するもの

はごく僅かであるが，商松以外の地域の方が多くなって

いる。出勤時刻をみると，r自営業」に地域差がみられ

高松市では8時から9時に集中しているが，その他の地

域では，・7時～8時の早い時刻に33％のものが履してい

る。帰宅時間は，外勤パートタ～ム群に地域の差がみら

れ，高松市では，1時から3時帰宅の勤務者が半数近く

を占めている。子どもの幼稚園生活にあわせてショート

時問の仕事をしていることがうかがえる数字である。
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牛島他：保育所の今後の方向に関する研究

第15衰a　自宅からの通園時問

外・フル 1外・ノ跡 聯自　営 内職i無職
商

計

他1商1他　商　酬高　他　高1他
110人　　294　　　68　　工36　　172　　259

661

｝
173　　　　　75　　　　　王03

～15分 48．2 57．2 57．4 66．2 54．7 72．6　　51．5 55．5 57．4 61．王

16～30分． 44．5 36．7 33．8 27．2 　43．0 23．9　 37．9 36．4 36．0 31．1

30～60分 7．3 6．1 8．8 6．6 2．3 3，5　　9，1 8．工 5．3 7．8

1時間ん
一 一 『 一 　　一

」一　　　1．5
一

1．3
一

第15表b　母の勤務先から園までの時間

＊＊ ・フノ引外・パート［自 営

計 1・3人1264 50
き 115　63　59

～15分 61，2錫 51．5 56．0 60．9 54．0 59．5

15～30分 20．4 36．0 22．0 29． 42．8 27．1

30～60分 18．4 10．6 22．0 8．7 3．2 1．7

工時間～．
一

1．9
『
0．9

一
1．7

3）子どもの保育について。

a・幼稚園に就園するまでの保育をどうしていたかを

しらべた（第14表）。外勤フルタイム群を除いては母親自

身がみているものが多い。地域的なちがいをみると，

r自営業」群，　r内職」群に明らかな差がみられ，商松

以外の地域では保育所に預けているものが多い。他の群

でもう保育所に子どもを預けていたものは高松以外の地

域に多くなっているo

b，　っぎに幼稚園の送り迎え・についてみる。　「送り迎

えの必要があるかどうか」 を示したのが第2図である・

第16衷　　教育費曾保育費

継外・フル 1外・パートト自 営 内職1＊無職
両 他　 高
1
他 高 他！商 他　 商　 他

計
19・入1

336　『 12 162 298 300 108　1 204 ・351 129

幼稚園のみ
　育　関　係

育　開係
　　の　　他

56．5％

2．6

8．3

．6

42．3

4．3

1．8

1．6

54．8
．9

9．8

．5

47．5

4．9．

42．7

4．9

57．1

7．0

0．5

．4

47．4

．0　

40．3

．3　

58．3
．4

2．4

．9

　53．0

4．4

34．8

　7．8

57．8
．6

30．4
．2

49．6
．9

8．7

7．8

『　　　第17表　夏休みの生活

外・フノレ1怨列自営1内職

副他1高他司他訓他
計 1・7人1281［64・32・7925gl641169

3L8％
63，5

1，9

16．　61．068．274．970壁6

76．232．826．522．327、8

2．8　3．1　3，0　0，6　0，8

0、4－0，8一一
4。63，1　1壁　2．20，8

第18表　午後子どもを預ける所

　母
家　 人

兄・姉
手伝い
その他 2．8

87．

9．3

1．6

1，6

88．7

10．7

0．6

脇ワル1怨パ自営内職

高他商他1商他高他
計 4・人1・291245214・167・235

幼稚　園
認可保育所

　　　内

　　　人

　童館
　の　他

　　　し

　・一％

．5

5．0

2．5

－20．010．0

．4．7

0．8

．4

0．8

一23．217．1

　『
『　『

1．7

9．6

．0

2．7

．8

9．2

0．7

　一
．5

2．5

．5

0．0

2，

　一
．0

4．9
　一
5．〇

　層　一
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第19衷a　子どもの午後の生活をみる人

外・フ列怨引自酬内職

副他圖他圖他圖他
計 11エ4人29477・4母2323・5176・931

　　母

家　　　人

伝　い

　の　他

19．3％

0．2

．9

．6

12．9

9．6

－7．5

59．7

3．8

－6．5

58．1

5．8

－6．1

59．9

2．8

．4

．9

59．3

7．4

．7

．6

77．6

2．4

一　一　一

一80．3

9．2

第20表c　子どもより母の帰宅がおそい

＊外・フノレ1外・パート1自営

副他隔他擁他
計 89入1盟213216読3・133

第19衰b　子どもをみる家人

外・フル1怨パ自営内職

司他副他圖他高1他
計 95人1273 3616・9叫12叫・8134

祖　　　父

　　　母
兄　姉そ　の　他

15。7弘

1．6

．2

．2

．3

16．1

8．5

．8

．4

．2

・39 ＆31瓢
7，261，753．5

．1U．711．1

2．2113，319

10．15．6

1，272．1

4．05．6

，311．1

．　5．6

11．8

8．8

．8

4．7

．9

第20衷a　子どもの帰宅時間

30分 一％ 0．4 21，9　6．1
一
6．1

1時間 2．2 1．7 12．5　、7．7 6．5
一

2時問 16．9 7．4 43．7　20．0 16．1 9．1

3時問 43．8 34．3 12．5　38．5 32．3 24．2

4時問 29．2 36．0 6．3　18．5 19．3 15．1
それ以上 7．9 20． 3．1　9， 25．8 45．5

＊外フノレ「讐坐自営1＊＊麟

高1他1商1他1司他1高1他

計
・・2人1274167・・剖・8・12326場・33

～1時
　2時～

　3時～

　4時～

　5時～

　6時～

6。2％

50．9

29．4

4．5

4．5

4．5

・鰯・ 16・9乳2
69，764．274．656．7

8．013．4　3．4　0．

3．313．4　3．4　5．6

3，33．01．7

2．2　　　　0．

14、2　3．1　9．8

68．153。8　2．9

5．230．8　8．3

7．81Q．83，7

4，3　1．55．3

0．4　一　一

第20表b　子どもと母の帰宅のずれ

外ヴル1外・声ト 自　　営

副他1高 他 司他
計 87人12686 11 4「　49

子どもより
い〃　おそい

後出勤

3．4％

6．6

一

4．9

3．3

．8

45．2
3．1．6

37．

8．0

．5

28．9

6．7

．4

18．4

7．3

4．3

子どもより
早い
〃　おそい

午後出勤

幼稚園の送 り迎えの必要がなレ～のは高松以外の地域に多

』くなっている．第3図は母が幼稚園に送っていっている

かどうかをみたものである。、r外勤フルタイム」群と

r自営業」群では地域の差が明らかで，商松市の方が幼

　　　　　　　　　　　　1

稚園へ母親が送っていくものが多くなっている。また，

母親自身が幼稚園に迎えにでるものをみると（第4図），

全体に高松市の方が迎えにでるものが多く，　r自営』群

と「内職』群では非常にはっきりした差がみられる。

「外勤フルタイム」群でも，14～20％のものが迎え陛で

ている。勤務先きから昼休みを利用して幼稚園まで迎え

にでて自宅へっれかえっている。自宅から幼稚園窪での

薙離を通園時問によってみてみよう（第15表a）。全体

に15分未満のものが多く，30分以内には殆んどのものが

含まれる。高松市以外の市や町の方が一般1こ短時問嗜集

中しており，幼稚園の普及度を示している。地域的差溝

明らかであったのは「自営」群であるoつぎにン母親の

勤務先きと幼稚園の距離を所要時間を通してみてみる

（第15表b〉。これでみると全般に15分未満が多く，30

分以内には約80％のものが含まれている。商松市以外の

地域では1時間以上かかるものが数名いる。地域差がみ

られるのは，「外勤フルタイム」群である。

　c・子どもの教育費・保育費について。子どもひとり

について，月額どのぐらいの費用をかけているか，幼稚

園の保育料，それ以外の子どもを預かるための保育費，

また，おけいこごとなどにかける教育費に分けて質問し

た。「幼稚園の保育料だけのもの』「それ以外の保育

費」「おけいこなどの教育費」に分けて検討した結果が

第16表である。全体的にみて幼稚園の費用だけのものが

半数前後になっている。　r内職」群，　「無職」群が他群

よりこの率は高い。子どもの保育のための費用は，「外

勤フルタイム」のものが一番多いが， それでも15％に満

たない。これに対し，教育関係にかける費用は多く，少

なくて28％（高松市5外勤フルタイム）・ 多いもの42・
7

％（高松以外の地域，外勤パートタイム）になってい

る。全体的にみて幼稚園の保育料だけのものは高松市が

60％弱，その他の市や町は50弘弱である。30～40％のも

のがおけいこごと（ピアノ・オルガン・硬筆など）に費
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牛島他＝保育所の今後の方向に関する研究

用をかけており，高松市以外の地域の方が多い。高松市

は私立幼稚園で保育料が商いためであろう。

　d・母の留守のあいだ子どもの憶話をする人につい

て。幼稚園は保育所とちがって夏休みが多い。母親が仕

事をもつばあい，夏休みのあいだ子どもたちの世語をす

る人についてしらべた（第17表）。「外勤フ～レタイム」は

当然家人がみるものが多いが，他の群は母がみているも

のが多くなっている。その他は近所の人や知人が世話を

しているものである。地域的な差は「外勤フルタイム」

群に明らかである。高松市は母親が世詣をするものが他

地域の2倍近くであり，高松市の外勤者の中には教職員

など夏休みのあるものが多い結果があらわれている。第

18表は，毎日幼稚園から帰って預ける所についてみたも

のである。母の実家，祖父母の家，その他親戚などの身

内の所に預かるものが多く，とくに外勤群では多くなっ

ている。「自営」「内職」群は，とくに子どもをみる揚

所や入がいないものが多くなっている。その他は近所の

人や子どもの友だちの家が含まれている。その日によっ

て一庫していないので》　「他人のところへつれていく」

とは区別した。公立幼稚園で時間延長をして子どもを預

っている所が一園あった。つぎに，午後子どもの世話を

する人についてであるが，「母」「家人」「手伝い」「そ

の他」に分けてみた。第19表aがそれである。rその

他」は子どもの友だちの親や近所の人である。幼稚園か

ら帰ってからの子どもをみる人は，「外勤フルタイ4」

群は，家の人が多いが，他の群では母親が多くなってい

る。手伝いに頼むのはきわめて少なく，「自営業」群の

商松市のもの3％が一番多い。子どもをみる人について

は，地域の差はみられない。家人をさらに分類してみる

とっぎのようになる。祖父，祖母，兄，姉，その他に分

けてみた。その他は叔母，伯母，年齢の高いいとこなど

である（第工9表b）。各群とも祖母が圧倒的に多く，45

％から72％になっているo地域差はないQ

　e・子どもの午後の生活。まず，子どもが何時に家に

帰るかをしらべた（第20表a）◇子どもの帰宅時間は，

高松市が午後2時～3時台に集中しているのに対し，他

の地域では1時～2時台に集中している。商松市は私立

幼稚園で園バス利用者多く，何回かに分けてバスで帰る

のでおそくなる。通園時間をみても（第15表a）商松市

の方が幼稚園と自宅の矩離は遠いが，帰宅時問ではそれ

以上の差がでている。なお，帰宅時問が4時以後になる

のは，午後自宅以外の所ですごす子どもたちである。つ

ぎに母親の帰宅時間を子どもの帰宅時間と比較しヤ「子

どもより早い」「子どもよりおそい」「午後でかける」

に分けてみる（第20表h）。これでみを妬「外勤フルタ

第21豪昼　食

外・フル1怨ノ率自営1内職

高囮高1他圖他1副他
計 92人122司49

患：1％畿1

27．1　20．08．2

1．1　1．3　－

3．3　　0．4　6．1

・・61・…脳・187

母と家で198％1165詔1162314091611488598母と家で
自　　宅

よその家
買ってたべる

その．他

31，147．　34．4　　，931．0

3，8　8．　0．6　7，3　2．3

　＿2．　　　一1．1
2，8　0，　　3．9　　－　5．8

第22表a　夕食（作る人〉

計

　母
家

手伝

外・フノレ階パ陣州内職

・・8人1294167・3中75125・1641・6エ

繹ヨ酵榔1ヨli…罫1：魏：1

第22表b　夕食（時間）

外フル怨パh自営内職
商1他1商囮高囮高1他

計 191入以9國1・6142・7d 鋪・34
～5時
5時～
7時～
8時～

L1％
1．3

7．6

■一

　一
7．9

0．9

．2

　一〇．9

6，572．7

3，526．4

一一　　　　　　　　　一

1．4

3．6

8．7

．3

0．5

5．2

0．0

．3

　，　闇

．6

0．4

曽　團

　一
4．6

3．9

．5

第23衷　おやっの与え方、

＊外フル階パ1＊＊自営i＊内職

高1他1高他1高1他1高1他

計 88人1・98551・61・42 ・6・1411・・9

おとなが与
る家のものを

とりで

どもが買

89．8％

．8

．4

70．7

7．2

2．1

87，365．工

，120．8

，614．1

95．1

．1

64．

0．

64495．　72．5

1062．412，8

25　0 2．414，7

イム』のものは殆んどのもの（93％～97％）溝子どもの

帰宅よ堕おそい。「自営業」のものは子どもより帰宅の

おそいもの67％，　「外勤パートタイム」のものは53％～

58％である。なお，「外勤パートタイム」のものは子ど
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第5図こづかいを与える

計（100％）

※※外、フル　1U人

　　　　　289
※※外・パート69
　　　　　夏32

※※自営　ユ76
　　　　　245
　　　　　65※※内　職　　165

翅高松
〔コその他

0 20 40

第6図　子どもの午後の生活の把握

　　（一ll’100％）

※※フ列1魁

　　　侶　パート
　　　89

　贈槻
　　　35　内職
　　　69
　　　お　無職　22

　　　　　Q

60

怖松盟
その他Eコ

馴）o

20 40
σ0　　80　　100％

第7図　子どもの事故を連絡する人がいる

　（lll・100％）

　　102人フノレ

　　275

　　44バート
　　88
　　961il営
　　95
　　20内職　52

昭高松
［ニコその他

0．
20 40 60

第8図 留守中の課題をきめている

80　　1GO％

もより早く帰宅するもの40％前後で，子どもの帰宅時間

を考慮した勤務体制をとっているといえる。さらに子ど

もの帰宅時間と母親の帰宅時間とのずれをみると（第20

表cン「外勤フルタイム」群に地域の差がでており，3

時問以上子どもの帰宅よ塾おそくなる母は，商松市で80

％，その他の地域では90％となっている。子どもが幼稚

園から帰っての生活で，おべんとうがない日の昼食をど

うしているかをしらべてみた（第21表）。r外勤フルタイ

ム」群以外は，半数の子は自宅で母と一緒に食事をとっ

ている。r外勤フルタイム」群でも僅かな者は自宅で食事

をしている。自宅で食事するが母親と一緒でない子ども

も多い。　「自営業」群では，商松市が母と一緒に昼食し

ない子が多く，他の地域とのちがいがでている。っぎに

夕食について，夕食を作る人と夕食時問について質問し

た。夕食を作る人を「母」と「家入」　「手伝い」 にわけ

てみると（嵐22表a），各群とも母親が食事をっくること

が多くなっている。　「外勤フノレタィム』群が70％台，

r自営業」群が80弘，r内職」群92％，r外勤パートタ

イム」群は93％である。地域的差はr自営」群にみら

れ，手伝いの人が夕食をっくるのは高松市の方に多い。

第22表bは夕食時間をみたものである。5時～6時台に

夕食をするものが多く（65％～87％），7時台に食螂をす

るものは高松市以外の地域に多い。とくに「外勤フルタ

イム」群ではこの差が明らかである。っぎに，おやっを

どうしているかをたずねた。自由記述であるが「おとな

が与える』　「自分で買う」 「家にあるものをひとり で食

べる」にまとめてみた（第23表）。各職業形態群ともに地

域差がでており，どの群も，高松市ではおやっをおとな

が与えているもの多く，他の地域では子どもが自分で買

ったり，家に買ってあるものをひとりで食べたりしてい

るものが高松市より多い。また，こづかいをどうしてい

るかについてみると，第5図に示すように，各群とも地

域差が明らかで，どの群でも，商松市以外の市，町の方

　計（100％）

　　二106人　　17．0
フル
　　28↓　 『15、3

　　　47・パート

　　　101

　　．103白営

　　120

　　　28内職

　　　64

躍高松
Eコその他．

第9図　留守中の約束ごとをきめている

2
　 計（1α0％〉

　　　107人　フノレ
　　　276
　　　47　バート
　　　102
　　　119　自憾’
　　　4与5

　　　35燕※内職
　　　8几
　　　　0

囲覧高松

口その他

27．7

20．4
25．0

25．0

10．9

0 10　20　30％ 20 40 6D
80％
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が子どもにこづかいを与えるもの70％～80％と多く，高

松市は42～52％と少ない。

　4）幼稚園から帰ってからの母の留守中のしっけにつ

　・いてo

　a・子どもの午後の生活を母親が知っているかどうか

をたずねた。・多ぐの母親は留守中の子どもの生活を把握

しており，75％四96％と商い割合を示している（第6図）

「外勤フルタイムコ‘群では，高松市と他の町や市の違い

がはっきりしてお膓商禄市の方が子どもの午後の隼活

をつかんでいるものが多い。他の群も高松市の方が子ど

もの生活をわかっていると答えているもの浮多い。対照

として「無職」の母親についてみたが，自宅にいる母親

でもr外勤フルタイム」群と同じ位に子どもの生活を知

らないものがいる o

　b，子どもに華故があうたとき連絡をしてくれる人が

いるかどうかの質問に対しては，90％以上のものが連絡

してくれる人がいると答えており，各群とも地域差はみ

られない（第7図）。

　c・母の留守中に子どもにさせることがきまっている

か。この質問に対して多くのものは特別のことをきめて

いない（75％～89％）結果がでている（第8図）。、各群と

も地域的なちがいはみられない。具体的に留守中どのよ

饗こ控させて喝かを舳輝力・ち拾いあげ・・r教

育」rしっけ，生活習慣』r仕事」のそれぞれに関する

ことに分けて整理してみた。それはつぎのようになる。

留守中に子どもにさせること

A

B

1

2
3
4
．5

6
7

教育
　おけいこごとの練習（ピアノ，

　オルガン，硬筆etc，）

　本をよむ

　テレビ （きめたもの）をみる

　絵をかく

　日記をかく

　折紙をする

　プラモデルをっくる

しっけ，生活習慣

　かたづけをする（制服，遊具

etc・）

家の中で遊ぶ

外へ出るときはこたっのスィ

　ッチをきって，カギをかける

　昼寝をする

　外で遊ぶ

　友だちと遊ぶ

高松　その他

30　　23
7
　17
4　　　4

4　　3

0　　2

1　　0

1　　0

C

7
8

1
2
3
4
5
6

7
8
9

　うがいをする，手を洗う

　自分のことは自分でする

仕事
　電語，来客をとりっぐ

　下の子のめんどうをみる

　動物のせわをする

　店『に電気をつける

　弁当箱をかたづける

玄関の整と々（くつをそろえ

る，そうじ）

食べたら自分の食罎を運ぶ

自分のハンカチは自分で洗う

祖母の語相手になってあげる

2
0

1

3　　16

2　　3

1　　4
0　　　2

2　　0

2
3

0
0
0
0

2
1
1
1

4
5
6

18　　46

4　　5

2
4
2
2

6
3
3
3

　ここにみるように・子どもたちは母親の留守中に教育

的課題を与えられているものが多い。また，しつけでは

制服や遊具の片づけが一番多くなっている。子どもに課

せられる仕箏は電謡や来客のと りつぎ，下の子の面倒を

みるなどである。地域差をみると，高松布は教育的課題

が他の地域より多く，高松市は，子どもの仕事が留守中

の課題となっているものが多い。

　d・母親の留守中の子どもとの約束ごとをきめている

か・どうかを質問した。第9図に示すように，約束ごと

をき夢ているものは60％前後で，前項の留守中の裸題を

きめているものよりずっと多くなっている。　「内職」群

にのみ地域的ちがいがみられ，高松市の方が多くなって

いう。実際にどのような約束をしてい苓のか，そり内容

をみると，母親が留守中の子どもの行動に対してどんな

ごとを配慮しているかがわかる。っぎのように，子ども

の危険に対しての注意が第一になっており，具体的に細

々と約束ごとをきめている。母親の目が届かないだけに

しっけに関しても注意卒項，禁示事項が実際生活に即し

てあれこれときめられ，母親の子どもへの心くばりがあ

らわれている。

第24衰　保育所にいかない理由

計　1

外フル＊ 外自州内職
司他圃他頃他隔他
147人1エ6エ！2・15・684115135

撫ll澗ll，　iiiliilili羅i
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子どもとの約束ごと（注意すること，してはいけない

　　　　　　　　ことなど）

A安全
　1　行き先を告げる，1人で遠く

　　に行かない

　2　交通安全

　3　火や危険なものをいじらない

　4　きめられた帰宅時間を守る

　5　あぶないところへ行かない

　6　知らない人についていかない

　7あぶなレ、遊びをしなレ、

　8　何かあったら，すぐ大人に

　　知らせる

　9　けがをしなレ、よう気をつける

商松その他

74　185

58　136

45　123

18　　53

24　　35

工7　　18

8　　21

第10図　就園させていて困ることがある

　1眠ユ00％）

　　109人フノレ

　　260

盈高松
□その他

　　　　59※パート

　　　113
　　　125巌※自営
　　　　59

　　　　38
　内職
　　　100

49．5

49，2

8．

．34．5

25，6

15．3

10．

19死0

3　　4

3　　0

0 20
401％

第11図　働いているため心がけていることがある

B　しっけ・生活習慣

　1　かたづけ

　2　手を洗う，歯をみがく

　3　けんかをしない

　4　うそをつかない

　5　こたっのスィッチ7とじまり

　　を忘れない

　6　自分のことは自分でする

　7　こづかいはきめて使う

　8　あいさっ，返事をきちんとする

　9　他人のものをとらない

10　レ、うことを素直にきくr

11他人に迷惑をかけない

12　ものをもらったら母に報告する

13　きめられた寝る時間を守る

14食事のときのしつけ

15テレビをみすぎない

　16母に何でもいう

C　仕事

　1　下の子の世話

　2　おつかい

　3　動物の世話

　4　留守番

　5　ふろたき

D　教育

　1　きまったテレビをみる

　2　いっしょうけんめい勉強して

　　えらい人になる

E　その他

　1　仕事のじゃ求をしない

29　　66

26　　41

8　　28

12　　ユ6

6　　22

16　　9

10　　14

10　　13

6　　15

10　　10

8　　8

3　　5

4　　3
3　　10

5　　0

0　　2

11

0
2
0
0

9
2
0
1
1

2　　2

0　　1

3　　5

1をi・（100％）

※フル96人
　　228
　　　51バート100

自営

内識

115

154

33

85

圃、高松

⊂コその池

Q 20 40 60 80％

　5）子どもを幼稚園に通わせて働いていることについ

　　てo

　a・母親が職業をもっているのに保育所を選ばず幼稚

園を選んだことについてその理由をたずねた。「近所に

保育所がない」　r実際に保育所の保育をみて幼稚園の方・

が良いと思った」　「保育所は教育の面で欠けると思う」

の三項に大別して傾向をみると第24表のような結果にな

る。これでみるように，高松市では「保育所は教育面に

欠ける」と理由をあげるものが他地域よ塑多く，どの群

も60％前後になっている。高松市の他の市・町でも，保

育所が教育面で欠けるという理由は一番多いが，40％か

ら50％である。「近くに保育所カミない」という理由は，

商松以外の市や町で多くでている。r内職」群を除いて

地域的な特徴がはっきり出されている。高松市以外の市

や町では「外勤フルタイム」群と「外勤パートタイム」

群の30％弱が保育所不足を理由としており，公立幼稚園

が普及している割に保育所の設置がたちおくれているこ

とを示している。

　さらに，自由記述のなかから，仕事をもちながら幼稚

園に子どもを通わせる理由を具体的にさぐってみる。理

曲はさまざまであるが「教育」「しっけ』「保育所生活

＿338一
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牛島他＝保育所の今後の方向に関する研究

との比較』r幼稚園と保育所との条件の差j　rその他」

の五つの項に整理してみた。その結果はつぎのようにな

っている。

　その結果，「幼稚園へは行くことになっている」「近

所の子が皆いくから」r近くにある』など，公立幼稚園

の普及，準義務教育制の考えがみられ，香州県め特徴が

共働きで，保育所でなく幼稚園をえらんだ理由

　A　教　育　　　　　　　　　　　高松　その他

　　1　いくことになっている（準義

！

B

C

D

E

2

3
4

1
2
3
4
5

1
2

1

2

3
4
5
6

7

8

1
2

3

　務教育である）

　幼児教育をしてくれる（保育

　所は遊ぶだけ）

　小学校へいく準備としてよい

　やることがすすんでいる

しつけ

　しっけをしてくれる

　保育所よりのびのびしている

　時問がきちんときまっている

　幼稚園の方が責任感がある

　幼稚園に通った方がしっかり

　した子になる

保育所生活との比較

　幼稚園には昼寝がなくてよい

　子どもが保育所にあきて幼稚

　園にあこがれた

条件
　通うのに便利（近くにある，

　スクールバス）

　みてくれる人がいるので保育

　所でなくても大丈夫

　幼稚園の方が費用が安い

　幼稚園の方が先生がよい

　保育時問が短傘くてよい

　申し込んでも保育所にはいれ

　なかった

　子どもが入園のときは母は働

　いていなかった

　同年齢の集団にはいれる

その他

　近所の子がみんないく

　上の子が幼稚園に通ったので

　なんとなく　 　　　　・

　幼稚園の方がいいにきまって

　いる

14　　29

20　　12

3　　13

0　　3

9　　18

2　　　1

0　　2

0　　1

0

1

2

1

言

2

20　　21

6
2
6
3

14

12

3
5

2　　3

0　　4

0　　5

0　　10

5　　3

0 1

あらわれている。「幼稚園の費用が安い」という理由は

公立で減免制もあり当然である。保育所より幼稚園の方

が教育をしてくれる。しっけをしてくれると思っている

母親も多い。

　b・子どもを幼稚園に通わせて職業についていること

さ困ること，心配なことがあるかどうか一この質問に

対して，「外勤フルタイム」のものは，その数が半々で

その他の群では心配ないものの方が多い（第10図）。具体

的に何が困り，何が心配であるかを整理するとつぎのよ

うになる。幼稚園に関すること，預けることに関するこ

と，子どもに関すること，母と子の関係に関することに

分けてみた。

子どもを幼稚園に通わせて働いていることで困ること，

心配なこと

　A　r幼稚園に関すること　　　　　　高松　その他

B

1
2
3
4
5

C

6
7

1

2
3

4

a

b

保育時間が短かすぎる

参観など，園の行事に行けない

送り迎えができない

お休みが多い

給食について（ないとき，ま

ずい，栄養がない）

お弁当に手がかけられない

他の親や先生と話す機会がない

預けていることに関すること

　預かっている人と，しつけが

　くいちがう

　家に世話をする人がいない

　午後の保育をいやがることが

　ある

　預けているために発達がおく

　れ，るのではないか

子どもに関すること

　安全
1　交通導故

2　子どもが病気のとき，みら

　　れない

3　けが

4　健康

5．雨のとき遊ぶところがない

6　子どもの遊び場がない

　教育
1　勉強をみてやれない

2　おけいこごとにつれていけ

　　ない

7　　56

33　　46

6　　29

1　　6

0
3
0

7
0
2

3　　18

0　　4

2　　0

0　　2

2　　33

11

0
0
0
0

16

3
3
3
1

6　　　7

3 1
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D

C

1
2
3

4

5
6

7
8

1
2
3
4
5
6

しっけ，生活習慣

しっけができない

規則正しい生活ができない

録持があれている

けんか，いたずらをする

よく忘れものをする

子どもがおちっかない

母と子の関係

　いっしょにいてやれない

　さぴしい、思いをさせている

　留守中，子どもが何をしてい

　るかわからない

　子どもが母をどう思っている

　かわからなヒ、

　づい甘やかしてしまう

　子どもの立場で考えてやれず，

　いらいらして子どもにあたる

　疲れて，接する気持になれない

　接するときが少なく，情が薄

　らいでしまう

13

1
3
0
0
0

6
3
1
3
3

工

24　　42

3　　6

4　　　5

0　　　1

0　　2

0　　3

0　　　1

0 1

母子関係の安定に心を配っていることがうかがえる。子

どもに関することでは，自分のことを自分でさせること

他人に迷惑をかけないこと，自立心のある子にするごと

などが多く，つぎにr健康」や「事故防止」などに心く

ばりをしている母が多い。

母親が職をもつために子どもに対して心がけていること

　A　母と子の関係　 　　 ．　　高松　その他

　　1　子どもとその日のことを話す

　　　ようにする　 　　　　　　　　111　157

　　2　舞が働くことについf子ども

　　　に説明する　　　　　　　　　　8　10
　　3　さびしい、思いをさせないように　　8　　6

　　4　スキンシップを心がけている　　 1　　9

　　5　子どもの帰るときには，でき

　るだけ家にいる

6　甘えさせない

7　子どもに負担をかけない

8　参観日には行く

9　なるべくしからない

3
0
4
2
2

2
4
0
1
0

B　子どもについて
　幼稚園に関しては，　r保育時開が矩い」　r父兄参観に

出られない』r幼稚園への送り迎えが出来ない」といっ

ているものが多い。子どもを預けていることでは，預っ

ている人と母親とのしっけのくいちがいを問題にしてい

る。子どもに関しては，r交通事故」の心配，「病気の

ときみてやれない」なやみが上位を占めている。母と子

のふれあいが少ないことも母親として気がかりなことで

あり， 「一緒にいてやれない」　「淋しい思いをさせてい

る」　「子どもが何をしているかわからないjなどが数多

くあげられている。

　c．母親が職業をもっていることで子どもに対して心

がけていることがあるかどうか。 これに対しては第11図

に示すように，r外勤フルタイム」群とr自営業』の群

は，60～70％のものが「心がけていることがあるJと答

え，他の群は「ある」と「ない」の答えが半ばしてい

る。地域的なちがいはどの群にもみられなかった。

　心がけていることの内容を自由記述からみてみる。さ

まざまの回答をえたが，これを「母と子の関係』「子ど

もについて」r母親自身に関すること」に分類してみ

る。母と子との関係に分類されたものでは，子どもとそ

の日その日のことを話すようにしているというものが非、

常に多い。母親が働くことについて，子どもに説明する

などもあり，母と子の請しあいに重点がおかれている。

また，スキぞシップや淋しい思いをさせないよう心がけ，

1
2
の3
4
5
6
7
8
9

自分のことは自分でやる

健康管理

交通事赦に気をっける

他人に迷惑をかけない

自立心のある子にする

すなおな子にする

思ったことをいえる子にする

しっけをする

うそをっかない子にする

　10　規律のある生活をする

11友だちと遊ぶ

C　母親自身について

　1　いらいらせず，できるだけ楽

　　しくやる
2
3
4

自分の仕寧をまじめにやる

母ぢ虫自の時間をもつ

母がつかれすぎないよう，気

をつける

16　　34

4　　11

3　　10

3　　U

2　　4

2　　4

1　　　4

1　　4

1　　3
2　　　2

1　　　1

1
0
0

4
1
1

0　　1

　d・幼稚園に子どもを通わせて働らいてい七，順調に

いっているかの質問項目では，つぎのような回答がでて

いる（第12図）。r外勤フルタイム」群では，高松市の方が

順調にいっていると答えているものが多い。他の群では

地域的な差はないが，全体でみると，90％前後は何とか
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順調にやれていると答えている。　．

　幼稚園に通わせながら働いていて，何とか順調にやっ

ていける とヤ、 う理由を詳細にみてみたい。「仕事の条件」

「周囲の協力」「子どもや母親にとってよいこと」にわ

幼稚園に子どもを通わせて何とかうまくやれている

　A　仕事の条件　　　　　　　　　高松　その他

　　1　子どもの時間にあわせて仕壌

　　ができる（自営も含む）

　2　園と近い

　3　仕瑛の帰りがはやい

　4　勤務時間が規則正しい

B　周囲の協力

　1　祖父母が協力してくれる

　2　子どもを預かってくれる入が

　　よい人である

　3　夫が協力してくれる

　4　子どもが母が働くことを理解

　　している

　5　園の協力（延長保育をしてく

　　れる）

　6　会祉の人・隣人がよくしてく

　　れる

　7　家族みんなが協力しあう

C、子ども・母親にとっての利点

　a　子どもにとってよいこと

　　1　しつけができる（自分のこ

　　　とは自分でする）

　　2　友だちができてよろこんで

　　　いる

　　3　団体生活を知り，規律正し

　　　くなる
4
5
6
7
8

楽しんで通っている

いろいろなことを覚える

子どもが成長している

兄弟（妹）　のf中力呈よい

37　　39

8　　工1

0　　2

1　　0

34　　54

4　　9

4　　5

4　　4

6
　　1

1　　3

0　　　1

17　　31

9　　37

11

16

5
7
2

18

13

20

2
2

第12図　順調にいっている

　　、II’（ユoo％1．

※タト’フノレ98人

　　　242
クト・パート1器

a営　112
　　　147
　　　　37内 職　　83・

　　　　　0

吻高松
口・その他

893
4
924

9皇．2

90．4 m
20　　　40

6D 80　　　100’％

園で，すこしでも運動がで

きる　　　　　　　　　　　　1　　0

b　母にとってよいこと

　1　子どものいない間，安心し

　　て仕婆ができる　　　　　　　15　　25

　2　仕事がもてる　　　　　　　　0　　1

　3　離れて子どもをみつめるこ

　　とができる　　　　　　　　 0　　1

　4　経済的ゆとりができる　　　　1　　0

けてみた。最後の項，母と子にとってよいことは，順調

にやれている以上に，働いていて良いという，より積極

的な意見である。

　まず，仕事の条件と して勤務時間をr子どもの生活に

合わせられるからjという理由が多くあげられている。

しかし，外勤フルタイムの仕箏につくものは望めない条

件であろう。祖父母夫をはじめ，家族や近隣の人たちの

協力によって順調にやっていけているというものも数多

い。子どもと母親にとって良いことをみると，母親が働

いているため自主性が育つ，幼稚園で友だちができる，

規律ある生活ができるなどが子どもにとっての良い点と

してあげられている。これは，とくに幼稚園だからとい

うことではなく，家庭と集団生活との違いがあげられて

いる。 また，母親のための利点としては，子どもが幼稚

園にいっている間安心して仕事ができるというものが多

くでている。これは幼稚園と保育所とのちがいではなく

家庭と幼稚園とのちがいであろう。

　6）仕事に対して。

　a・仕事をつづけることについて，rできるだけ早く

やめたい」 「子どもが入学したらやめる」「経済的にゆ

どりができたらやめる」　「働けるだけ働く」の選択肢を

チェックしてもらった。その結果をみると（第25表），：

全体でみると，「働けるだけ働く」が52％から73％と，

この項に集中していづo自営業群では地域差がみられ，

第25衰仕事を続けることについて

副他固他1商1他1司他
罰・ ・・5人12756・1・251・・71・5・1451・・5

早くやめたい 7．6％ 工2，721，710，49．4 6．O 4．42．6

入学したらや
たい

5．7 2．63．34，82．6 『 2．2　一

ゆとりができ
らやめる

15．2 13，813，314．40．8 6乙0 6，713．9

6工．0 63，651，765，655．6 69．564，573．0

そ　の　他 10．5 7，310．04，831．6　　　　　1 工8．5 22・21q．5

＿34工＿
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高松市の方が早くやめたいものが多く，その他は使用人

があったらやめるなどが含まれている。他の群ではとく

に差はみられない9

　b，働く理由をみると，第26表のようになり，「外勤

フルタイム」群をみると・高松の方が「自分を生かした

い，社会に役立ちたい」と答えるものが多い割に，「その

他の市や町では高松より「生活のために働く」が多くな

っている。r外勤パートタイム』群は，他の群と比べて，

r家庭に閉じこもりたくない」ものの率が高く一位であ

り，つぎに生活のために働くがあげられている。地城の

差はない。　「自営業」群では「生活のため』というもの

が他の群に比べて高い数字がでている。そして，rr自分

を生かしたい，祉会に役立ちたい」は商松の方に多くみ

られている。r内職」群では，高松市の自分をのばし社

会に役立ちたい理由は他の群と比べても一番多い。その

他の地域では生活のため，よりゆとりある生活をするた

めに働くが多いのに比べて対照的結果になっている。こ

れは，　「内職」でもその職種に差があるからである。高

松市の内職の内容をみると，学習塾やピアノ教授などで

あり，その他の地域での内職は縫製や電機部品緯立など

が主である。

第26衰　働く理由

＊蜘フル1怨パ幽劃靹職
高1他i高1他1高1他1高1他

第13図　就園させるので仕事をかえた

　　罰臼（100％）’

　　　105人　　　3，8．
　フソレ
　　　268　　　　　　6．3

　　　　53　　　　　　5，7・
※パート
　　　　97

　　　126　　　　4，0　自営’　　　　　置
　　　160　　1．2

　　　39内職
　　102

㎜高松．
□その他

18，6

7．7冨

8．8

0．
10

20　％

幼稚園に子どもを入れるために従来の仕事を変えた

　Aどのようにかえたか　　 高松その他
1　外勤から，家の中でやれる仕

　事に
2　フルタイムからパートに

3　きつい仕事からすこしは楽な

4
5
6
7

8
9

仕事に

内職から外勤へ

遠い勤めから近い勤めに

朝おそく出られる仕事に

計

生活　費
教育　費
住宅資金
ゆとりある生
活

老後のため

家庭の外に出
たい

自分をのばす

祉会に役立ち
たい

仕事していなかったが仕事を

しはじめた

夜でる仕事から別の仕事へ

仕導をやめた

B　かえた理由

　1　子どもの世誕をするため

　2　子どもがはやく帰ってくるので

　3　子どもが幼稚園に行って手が

2　　9

4　　4

3
0
0
0

0
3
0

3
5
3
3

3
0
1

・66人1389175陣 ・・312・・！6・ 151

22，3％

8．4

3．6

10．8

4．2

16．9

18．1

15．7

　　l　　I
ll：ll21：llll：l

　　　I
5．7　5。3110．1

16．2

6．7

8．5

9．5

9．5

21。413．1

4．O

21，3

14．7

5．3

　　I　　I
31．039．821．3

6．2　9，94．9

1．74言53．3

7．1　9，5　8．2

6．6　6．2　7．5　3．3

20．810。6　3，0　3．3

13．718．615．924．6

7．118．6　9ボ931．1

37．7

9．3

7．3

24．5

4．6

4．0

6．0

6．6

　c・幼稚園へ子どもを入れるために仕裏を変えたかど

うかをたずねた。 第工3図でみるように，殆んどのものが

仕宴を変えてい塗い。　「外勤パートタイム」のもので高

松以外の地域のものが19％仕事を変えているだけであり

これも逆に仕事をすることに変えたものも含まれてい

る。他の群では仕事を変えたものは工％～8％程度であ

る。仕事を変えたものは催かであるが，どのように変え

たか，また，その理由について聞いてみると，つぎのよ

うになっているo

　すいたため

4　子どもを送っていくため

5　会社では自由がきかない

6　夜勤があるので

7　収入が少ないので

8　教育上よくないと思って

9　いらいらして子どもにあたる

　とよくない・

3　　12

1　　3

1

4
2
2
0

工

0

0

　以上のように，仕事を外勤から内勤ヘフルタイム勤務

からパ「トタイムに，きつい仕事から楽な勤務にと仕事

を軽減している。また一方，子どもが幼稚園に行くように

な弧その問仕事ができると仕礁をはじめているものも

いる。高松市には幼稚園を機に仕事をはじめたものはい

ない。高松では子どもへの影響を考えてスナックなどの

夜の仕事を昼の勤務に変えているものが3名いる。仕事

を止めたものは高松以外の地で1名いる。仕事を変えた

理由は，子どもの世話をするためというのが一番多い。

＿342＿



牛島他：保育所の今後の方向に関する研究

第27衷　父親の意見

外・フル1怨パ1自劃内職

高1他1高1他1商1他1商1他

計 106人265
621エ26・3・1・735・1・・8

賛　　　成 3．4％ 34．022．628．643．5

反　　　対 5．7 4．9 19．412．7 3．1 2，39．89．3

どちらともい
ない

22．6 26．0 5．1 2．8 7．6 9，233，322．0

やむをえない 28．3 35．112．915．945．839，319，625．5

第28衷　父親の育児や家事への協力

外・フノ日公訓自州内職

r高1他1高他1司他1高1他

計
・・6人12661 6・1・2・1・351・774gi21

瀦1響iii／iii難1翼羅ilil

第2駐衰　経済的プラス。マイナス

高囮高1他高1他圖他
計 74人2・31…827・197 ・gl66

プラスになる

らない 14．9

一

5・エ％7乳8175・7　　19．723．4　　　2．50．9

68．3

1．7

一

52．9
．1

　　＿

63．9

4．0

．1

57，966．7

2，133．3

　　－　1

第14図　働らく母のなやみがある

　訴十（100％）

　　111人、
フノレ

　　297

　　　．69
パート
　　　136

　　181自営
　　263

　　　67
内職　176

29．6
盟高松
E］その他

14．0

17．

19，8

7．5

8．5

　　　　　0　10　20　30％
　d・父親の意見・態度。母親が働くことに対する父親

の意見は，第27衷のように「外勤フルタイム」群では，

「賛成』「どちらともいえない』「やむをえない」と分散

している。パートタイム外勤群では「どちらともいえな

い」に集中し，自営業群は「賛成」と「どちらともいえ

ない』に集中している。「反対」の一番多いのが外勤パ

ートタイムである。高松市と他地域とでは各群とも似た

傾向を示し，職業形態別のちがいがはづきりしている。

つぎに，父親の育児や家瑛への協力をみると（第28表）・

「やや協力的」がどの群も50％前後，「協力的」も30％

～40％で，　「非協力的」なものは10％前後である。なか

では，外勤ノ舷ト群がr非協力的」が多レ・。地域的差は

各群ともにみられない。

　e．　子どもを預けて働いて，経済的に差引どうかをた

ずねた。第29表にみるように，「プラスになる」「変ら

ないj　rマイナスになる」に分けてみた。大部分のもの

がrプラスになる」と答えている。とくに，外勤の両群

は70％から80％が「プラスになっている」といってい

る。　「変らない」というのは自営業と内職群に30％～40

％みられる。　「マイナス」はごく少数である。各群とも

有意の地域差はみいだせない。

　f・子どもを育てながら働くことでのねやみがある

か，ないかの問に対しては，第14図のように，　「ない」

というものが多い。内職群90％，外勤パートタイム85％

自営業80％，外勤パートタィム70％前後になっている。

つまり，外動フルタイムのものに子どもを育てながら働

くなやみが一番多くでている。地城的な特徴は各群とも

に明らカ、でなレ、o

　どんなことに悩みをもっているかを詳細にみると，つ

ぎのようになる。広範囲にわたる意見をえたが，幼稚園

に関すること，家族に関すること》子どもに関すること

母親自身に関すること一に分けてみたものである。ま

ず，幼稚園に関することでは，　「幼稚園の参槻に行けな

い」「幼稚園の他の母たちとつきあう時問がない」 など

がだされ，高松以外の市・町では，r幼稚園の保育時間

が短かい」　「幼稚園は休みが多い」と保育所なみの要

求を幼稚園に対して出している。家族に関することでは

すでに，5）b，子どもを幼稚園に通わせて働く心配なこ

と，困ること，の回答にみられたが，預かってくれる人

と母親とのしつけの統一がとれないことが出されてい

る。子どもに関することでも・ 同じょうに・5）bと重複

するが，子どもに十分のことをしてやれない悩みが一番

多い。この他，しつけができない，ひがんだり発達がお

くれるのではないかと いう心配もみられる。忙しくつい

子どもに八つ当りをする，大変疲れるなど母の心身の疲
　　　　　　　　　　の労もだされている。また，子どもを預ってくれる施設が

ない（A3），子どもをみてくれる人がいないと，いうなや

み（C8）など切実な問題も出されている。

　（2）ここでは，視点をかえて，地域別でな’く，全体を

通して，　「外勤フルタイム』と「職業なし』とを比較し

てみる。子どもにもっとも影響を与えるのが外勤で毎日

出かける勤務であろう。これと対照群として家庭にいる
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子どもを育てながら働く悩み

　A　幼稚園に関すること

　　1 参観に行けない　、

　　2　保育時間が短い

　　3　フルに働きたいが預かっても

　　　らえる施般がない

　　4　幼稚園でいっしょの母親たち

　　　と つきあう暇力§ない

　　5送り迎えのとき（当番のとき）

　　　困る

　　6　幼稚園は休みが多く，休みの

　　　ときは放りっぱなし

　　7　先生とうまくレ、カ、ない

　B　家族に開すること

　　1 みてくれる人（祖父，祖母等）

　　　としつけカミあわない

　　2　夫は仕窮に反対，自分はやり

　　　たい

　　3 残業のとき困る

　　4　家族に迷惑をかけている

　　5　子どもが店『にくると7祖父，

　　　夫がどなる

　　6　子どもが祖母をばかにする

　C　子どもに関ずること

　　1　子どもに充分なことをしてや

　　　れない

　　2 しっけができない
　　3　母が働くと，子どもがひがん

　　　だりおくれたりするのでは？

　　4　忙がしくて，つい子どもにあ

　　　牟ってしまう

　　5　甘やかしてしまいがち

　　6　子どもの生活が不規則になる

　　7お酔ナレ、こ亭こつれてレ、をナなレ、

　　8　母のいない間みてくれる入が

　　　いなレ忌

　　9　子どもの気持がわからず，不安

　　工0 子どもに，仕事を輿めて，と

　　　レ、われるとつらい

　 11 夕食がいっしょば食ぺられない

　　12子どもに落ちつきがなくなった

　　13ききわけがよすぎる

　　14　口答えをする

　　15子どもを育てるという実感が

　　　ない
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7　　12

2　　16

3 3

3　　2

0　　2

0　　2

0　　1

　第10集

母親自身に関すること

1　たいへん疲れる

2　ゆとりがほしい

3　自分の時間がほしい

4　思うように働けない

3　　12

4　　4

0　　4
1　　2

7　　11

1
0
0

1
2
1

偲親群をとりあげて，両者に関係ある項目について検討

してみる。

　家族数，母親の年齢，子どもの数では，つぎに示すよ

うに，それぞれ両群に顕著な差はみられない。 一

（家族数）　　　　（母の年齢）　　　（子ども数）

　　フル職業
　　タイなし
　　ム

外動
フル職業
タイなし
ム

外勤
フノレ

タイ
ム

職業
なし

0
0

48　　99

6　　12

7　　11

1　　16

1　　9

2　　6
4　　　4

2　　5

3　　1

0
0
2
0
0

3
2
0
1
1

0　　1

灘li鼎轄灘ii感
t＝一〇ユ79－ ＝一〇，騒7r t昌一1。890

0、90＞p＞0，80　　　0．60＞p＞0，50　　　0，10＞p＞0705

　つぎに，父親との同居別居についてみると，下に示す

ように職業なしのものに父親と同居のものが明らかに多

くなっ ている。

（父親）

計 同居1別虐別居 離別 死別

外勤フル

ナシ

403

¢・o％

187

00．0

8甑3145

5．7　　3．8

■1．5

．5

2．5

．0

2ポ

0

　　　　　　　　　0，01＞p

　同居者について，親子だけのものとその他p家族同居

者のいるものとにわけてみると，職業のない群は1親子

だけの家族が70％であり，職業群の方は逆に親子以外の

身内や他の同居人がいるものが70％になっている。

（同居入）

卿 レ計 灘嵩歓 1親子だけ
558

外勤フル 100ρ％ 71．3 28．7

214

職ナシ 100．0・ 27．6 72．4

　　　　　　　　　　　　0、05＞p

　　　居住環境は，外勤群が農・山・漁村と住宅地に分散し

　　　ているのに対し，対照群は住宅地に集中している。

一344一



牛鳥他：保育所の今後の方向に関する研究

（環境）

398

外勤フル 100．0％ 40．7 1．0 2．8 36．2 19．3

181

無　　職 100．0 18．2 2．2 3．9 58．0 17．7

計臨距鋼団地瞬幽街地

　　　　　　　　　0、05＞P

住居は，・職業群に一戸建が多く，対照群には中高層，

木造アパートが多い。

（住居〉 1 計 一戸建 幅刷楚τ

外勤フル

職ナシ

　355
100，0弘　93．2 　0，6　6，2

　145
100．0 82．1　　　　　6，2　　　　11．7

　　　　　　　　0．05＞p＞0．02

　家賃を支払う必要のあるものとないものをみると，無

職群では半数ブつであるのに・職業群では26：74で自分

の家に住むものが多いことを示している。家賃め額は外

勤群の方が低額で，対照群の方が商額になっている。

（家賃）

外勤フノレ

職

8　　　！　一」　　ノ　「Ji　ノ’「訓
1。認。％　126100，0　1．6

33．9

7．5

38．8

7．8

22．0　　3，3

7，8　15．9

1．3

．5

どが危険で遊べない」が10％前後になっている。

　収入についてみると，父親だけの収入は外勤群が月額

60，000円～100，000円に70％含まれるのに，対照群では

90，000円～200，000円に70％のものが含まれる。こ

れを父親と母親の合計収入でみると，職業群が平均月収

156，900円であるに対し，対照群は134，300円となり，

有意差をもっ、て職業群の方が収入が多熔と ヤ｝える。っま

り母親が職業をもって生活費を分担していることが示さ

れている◇

（姦突）

　　匿1宣万円陽繭甜鋸万繭万円10聖

収入（父＋緑）

0，01＞P

単位：万

1鋤フルタイム

訓・ ある『なし

外勤フル
　316
100．0％ 25．6 74，4

N
M
S　D

　309
15．69

5．270

職業なし

　86
13．43

8．405

無　　職
　135
100．0 45．9 54，1

（家賃）

0，01＞p

1計拷，。。。！鋳，㈱國，0。。！罰，。。。凪㎜

外勤フル

　　職

　81
0q・0％

62

00．0

r41．9

2．6

30．9　23．4

2，6　35．5

3，7

4．5

0．0

．8

　　　　　　　t＝3、031　0。01＞P

　就園前の保育は，職業群はr家人がみた」と　r保育

所」が多く，対照群はr母がみる」が75％をこえてい

る。これは当然であるが，保育所を利用しているものも

M％ある。

（欝薯）

　　　　　　　　　0，01＞P

　自宅の近所に危険でない子どもの遊び場所があるか，

ないかでは，両群とも似たような傾向であり，　「空地，

遊園地など危険のない遊び場がある』が7096弱，　「路地

などせまいが一応遊ぶ所があるJ約20％，　「近所は車な

（遊び場）

計暑糠靴韓奪
430　％

外勤フル 100，018．9 38．8 1．4 18．921．6 0．20．2

176

無　　職1 100．05．5 9．1 0．6 0．6 14．2 0，00．0

0，01＞p

1計　1あり1某蕩1な
399

外勤フル 100，0％ 68．9 　21．6

183

無　　職 100．0 66．1 23．0 工0．9

o，8Q＞P＞Q．70

し　　　子どもの教育費保育費について比較すると・両群とも

　　　幼稚園の保育料だけのものが50％前後で，つぎ教育関係

9．5　　費に30％強のものが費用をかけている。職業群は幼稚園

　　　保育料の他に保育聞係の費用が多く対照群とのちがいが

　　　でている。しかし，おけいこごとの費用31％に対し，保

　　　育開係の費用は14％である。
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（保育・教育費）

計 雛園 顯関瀬関その他

　　　　　　527　　％
外勤フル　　100・0　47・4　13・7　30・6　　8・3

　　　　　264
職ナシ　　100・0　　53・8　　6・8　　34・5　　4・9

　　　　　　　　　0，01＞P

　子どものこづかいについてみると，職業群の方がこづ

かいを与えるものが多く対照群との差が明らかである。

（こづかい）

外勤フル

無　　職

1 計
　400
100．0

　150
100．0

与 える1与えない

：：：而

4．考 察

0，05＞p＞0。02

　職業をもつ母親が幼稚園に子どもを通わせている問題

をさぐるため香川県各地の幼稚園の母親を対象に調査を

おこなった。その結果を総櫓するとつぎのようになる。

　（1）母親の勤務状況から「外拗フルタイム」「外勤パ

ートタイム」　「自営業」　「内職」に分け，r無職」を対

照群として加え，それぞれについて検討した。高松市内

は私立幼稚園だけであり，それ以外の市と町は公文幼稚

園であった。そこで，高松市とその他の地域を比較し，

都市と小都市・町の特徴，私立幼稚園と公立幼稚園の特

徴をつかむこととした。

　（2）家族状況。家族は平均4。6人で母親の年齢平均33

歳。子どもの数は平均2ユ人である。職業群別，地域別

にとくに差はみられない。同居人をみると・商松市より

他の地城の方が祖父母と同居しているものが多く・また

職業をもつものより職業のないものに親子だけの家族が

多い。住居は一戸建が88％で大部分のものが一戸建の家

に住むo家賃の必要ないものは高松市に多いが，家賃の

額は商松市の方が高い。職業なしのものが家賃を払うも

の炉多くなっている。子どもの遊び場は，自営業群の高

松市のもの27％が車などが危険で遊ぶ場所がないといっ

ているが，…多くの子どもたちは自宅近くに庭，空地，遊

園地など遊ぶ場所をもっている。

　（3）母親の職業は，商松市に事務職，専門職が多く，

他の地域に工員（縫製・部品組立など）が多い。外勤の

パートタイムは高松以外の地域に掃除や子守の仕事が多

い。高松市はパートタイムや内職で学習塾やピアノの教

師などの職業があ弘高松以外の地域の内職は工場下受

けの作業が圧倒的である。通勤時間は15分以内が半数強

で，30分以内に大部分が含まれている。商松市のパート

タイムの母親は1～3時に帰宅するもの多く，幼稚園の

時問に合せて仕導をしていることがわかる。

　（41収入をみると，「自営業」がもっとも高く，「外

勤フルタイム」がそれにつぎ，「外勤パート」が一番少

ない。父親だけの収入でみると「自営業」のつぎは「無

職」r内職」の順になる。母親の収入はr自営業」　r外

勤フルタイム」が高収入で「パートタイム」が一番低額

であ蜀。職業のないものは父親の収入に頼ってお窮共

稼ぎのばあい父の収入は少ないが，両方をあわせて職業

のないものより豊かになっているo

　⑤　就園前の保育は，高松以外の地区で保育所に通わ

せているものが多く，保育所から幼稚園に移行している

ことを示している。自宅と幼稚園の距離は商松市以外の

市や町が近くなっており，幼稚園の普及度を示してい

る。幼稚園の保育料は高松市が月額4，000円～5，000円，

他の地域は0円～1，200円である。この他の保育費は一

般に必要としないものが多く，子どもを家人にみてもら

っていることが明らかである。教育費にはお金をかけて

おり，高松以外の地区の方が多い。ピアノ，オルガン，

硬筆などのおけいこごとが上位を占めている。午後，

子どもをみてくれるのは祖母が多く，つぎに，その他の

家人，近所の人などで地域的な強い結ぴつきがうか歩え

る。手伝いの人にたのむのは非常に少なく，商松市の自

営業の3％び一番多い程度である。夕食をつくるのは大

部分が母親であるが夕食時間は「外勤フルタイム」「自

営業」のものが他よりおそくなっている。おやっ，こづ

かいについては地域差が出ており，高松市は’こづかいを

与えず，おやっはおとなが与えるものが多い。

　（6｝母の留守中について，子どもの生活を知窮事赦

があったらすぐ連絡がつくようにしているものが大部分

である。留守中子どもにさせることや禁止華項などをみ

ると，させることではrおけいこごとの練習」r本をよ

む」など教育的なことが多い。またr制服や玩具の後片

づけ」などしつけに閲することも多くなっている。 禁止

事項は，交通安全や遠出，火あそびなど子どもの安全に

関したものボ多いo

　l71幼稚園を選んだ理由は，高松市では保育所が教育

の面で劣るというのが多い。他の地域も教育が欠けるか

ら幼稚園をえらんでいるが， 行くことにきまっている，

皆が行くからという答えも多い。また，費用が安いから

というものもあり，公立幼稚園の特徴がでている。さら

に近所に保育所がないプ保育所に申込んだが入れなかっ
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たなど保育所不足をうったえる保育所予備軍が30％（外

勤フルタイム群）みられる。

　幼稚園で困ることは，　r保育時間が短かすぎるj　r参

観日にいけない」「子どもと接触時問が少ないなどがあ

げられている。しかし，何とか順調にやれていると80～

90％のものが答えている。これらは地域的な差はみられ

ない。

　⑧母の仕導事については，r働けるだけ働く」という

ものが多く52～73％におよぶ。働く理由は高縁市の方に

「自分を生かしたい，社会に役立ちたい」が比較的多

く，　「他の地域では生活のため，住宅資金のためjが高

松より多くなっている。子どもを幼稚園にやるため仕事

を変えたものは少ないが，時問的ゆとりのある仕事に変

えたもの，逆に子どもの世話が省けると仕事をはじめた

ものもいる。父親の母に対する理解と協力は，他群に比

べてパートタイム群は少なくなっている。母親自身も

「家に閉じこもりたくない」程度の理由が多く，収入も

少ないので，父親が母の職業に積極的意義を認めていな

いのであろう。

　以上の結果から，つぎのよう癒ことがいえる。高松市

を除いた香川県各地の幼稚園では，内職や外勤パートタ

イムの仕事も含めて職業をもつ母親が大部分である。公

立幼稚園の広い普及により，市・町の行政機関の勧誘，

母親の幼稚園教育重視，保育料の低額を理由として幼稚

園に就園させている。就園前は保育所保育をうけていて

幼稚園へ移行しているものが多い。地域によっては保育

所の不足を理由として就園しているものもある。幼稚園

から帰った子どもたちは，午後の生活を祖母とすごし，

あるいは実家や親戚，近所の人たちに見守られてすごし

ている。地域的な結びつきが母親の問題を，また子ども

の問題を解決しているといえよう。都会とちがって，危

険でなく自由に遊べる空問をもっていることも問題解消

の大きな要因になっていると思う。母親は，職場と自宅

が通勤時間15分以内が多く，30分以内には殆んどが含ま

れ，比較的心身の負担が少なく，子どもとの接触時間も

通勤時間が少ないだけにそれほど支障がないようであ

る。高松市はこれらの地域とことなり，都市的問題が出

され，また，私立幼稚園なので，いわゆる香川県方式の

特徴はみいだされなかった。

幼稚園児り午後の生活についての調査

日本総合愛育研究所

　勤めや仕事をもつ母親にとって・幼稚園は保育所より保育時間が短かいので・さまざまの支障があると思います。

幼稚園がもし義務制になれば問題はさらに多くなりましょう。本調査は，この問題を知り，仕事をもつ母親のために

のぞましレ忌条件をさぐることを目的としています。御多忙中恐縮ですが，御協力いただきとう存じます。’（仕事をも

たない方は記入できるところだけ記入して下さい）

　なお，本調査の結果は統計的に処理し，内容が他に洩れることはありませんので，卒直な意見をおきかせ下さい。

記入後，封筒に入れ，のりづけして幼稚園にお渡し下さい。

都
区
郡
市

町
村

幼稚園 子ども名

（記入いただかなくても結構です）

該当するものに○印，または（）内に御記入下さい。

1　家庭状況

A家族について
　a　家族は何人ですか

　　　（1）2人　　（2）3人　　（3）4入　　〔4）5人　　⑤6人　　16）7人

　b　父親
　　　（D同居中　　（2〉勤務の都舎で別居中　　（3）その他の理由で別居

1718入以上（　）入

f41醐IJ　　　〔5）死易唖

一347＿



日本総合愛育研究所紀要』　第10集

c　母1親

　年齢　　（1）20歳未満　　（2）20歳～29歳　　（3）30歳～39歳

d　子ども（幼稚園にいっているお子さんを○でかこんで下さい）

（4140歳～49歳　　（5｝50歳以上

1年齢1男・女1　　　　（曝学騨年勘稚園・保育所名）

第・副　　　　　1

第2子1　卜　1
第3子I　l　I
第4子1・　1

第5子I　l　l
l　i　l
I　i　I
l　I　l

　e　同居者

　　（1）祖父（　　歳）　　（2）祖母（　　歳）

　　㈲子どもの世話をする他人（　　）入

B　居住環塊

　（1） 一戸建の家

　（2）中商層住宅

　（3）木造民間アパート

　14トその他（　　　　　）

D　周囲の環境

　（1）農村， 山村， 漁村

　（2）工場街

　　（3）団地

　（4）住宅地－

　⑤市街地

F　収　入
　　月収　　父親

　　月収　　母親

　　月収　　計

円

円

円

（3）その他の身内（　　　　　　　）

⑤子どもの世話をしない他人（　）人

　　　C　家賃
　　　　（1）なし

　　　　（2）5，000円以下

　　　　（3PO，000円以下・

　　　　〔4110，000～20，000円

　　　　（5）20，000～30，000円

　　　　〔6）30，000～40，000円

　　　　（7）4妨000円以上（　）円
r：」、』、、

　　　E　子どもの遊び場

　　　　（1）近所膣地遊園地な瞳即壁遊ぴ響
　　　　　　ある（自宅の庭も含む）

　　　　（2）路地などせまいがジー応遊ぶ所がある．

　　　　　（3）近所は車なξが危険で遊尽な吟

π　母親の勤務状況

　A　仕事の内容，就業時間

　　　a　1・　外勤フルタイム

　　　　2．外勤パートタイム（週

　　　　3，内勤自営業

　　　　4・内勤自宅での仕寧（週

　　　　5，全然仕事をもっていない

　　　　6．将来仕事をし’たい

日，1日

日，1日

時間位）

時問位）
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　　　b　どんな仕事ですか

　　　　　（

　B　勤務先（外勤の方）．

　　L　官公庁

　　2・会社・銀行

　　3，幼稚園，保育所

　　4・小・中・高校

　　5，大学

　　6・病院

　　7，商店

　　8．その他（　　　　）

　D　出勤時間

　　午前
　　午後　　　　時　　　　分

　　帰宅時間

　　午前
　　午後　　　　時　　　　分
皿　お子さんの保育について

　A　幼稚園に入る前まで

　　L　自分でみる

　　2・　家人がみる

　　3・　自宅で他人がみる

　4・身内・他人のところへっれていく

　B　幼稚園生活

　　a 幼稚園の時問　　　　時　　　　分から　　　時
　　b　幼稚園の送迎

　　1・送迎の必要がない（子どもが，ひとりでいく）

　　2・母親がつれていく

　　3・母親が迎えにいくド

　　4・母親以外の人（　　　　　　）が，つれてレ、く

　　5・母親以外の人（　　　　　　）が，迎えにいく

　　C　幼稚園までの時間

　　L　自宅から（片道）
（D 15分来満

（2）15～30分

（3）30分～1時間

④　1時間以上（約 時 分）

　　　　　　　）

C　通勤時間（片道）

1・15分未満

2・16～30分

3，31～60分

4・ユ時聞～1時問半

5・　1時間半以上

　d　幼稚園の休みの期問中は子どもの世話は誰がしますか（

C　子どもの教育，保育費（このお子さんひとりの月額）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容

　幼稚園　　 円その他（　 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

5・保育所に預けていた

6・共同保育をした

7・保育ママに預けた

8・その他（　　　　．）

分まで

2・母の勤務先から（片道）
（1）

（2）

（3）

（41

15分

蔦～30分

30分～ 1時問
1時間以上（約

　　　　　）

円

円

時
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　（その他は，子どもを預かる　　　　（　　　　　）　　　　　　　円

費用やおけいこごとの費用〉　　　　　（　　　　　　）　　　　　　　　円　　計

幼稚園から帰っての子どもの保育

a　家庭で子・どもをみる人

L　母親

2，家人　　（1）祖父　　（2）祖母　　（3）兄（　歳）　　14｝姉（　歳）　　⑤その他の身内（

3，従業員

4．その他（　　　　　　　）
b　午後預けるところ　　　　　　　　　　　　　　　／

1・幼稚園で時閲延長してくれる

2・無誌可保育所

3・保育ママ

4，身内のところへっれていく（子どもとの関係　　　　　　　　　）’

5・他人（　　　　　　　　　）のところへっれていぐ

　6，児童館

7，その他（　　　　　　　　　　　）
　8・　とくに子どもをみる場所や人はない

　子どもの午後の生活

a　子どもの帰宅時間（平同）

　午後　1時 2時　3時　4時　5時　6時
b　母の帰宅時問

　1・母親が子どもより早く帰宅する

　2・母親の帰宅の方がおそい

　　（1）30分　　（2）1時間　　（3）2時間　　㈲3時間　　⑤4時間　　16｝それ以上　　　　時間

　3，　母親が午後でかける

c　昼食（幼稚園でおべんとうのないとき）はどうしていますか

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
d　夕食

　　L夕食をつくる人（　）2・夕食時問約時分
e　おやつはどうしていますか（　　　　　　　　　　　、　　　　）

f　こづかい

　　（1）与えない　　（2）1日約10円～20円　　（3）30円～50円　　（4）60円～100円

　　15｝100円以上（　　　　）円　　16｝週ぎめ　　　　　円　　17）きめていない

幼稚園から帰ってからの母の留守中のしつけについて

　子どものその日の午後の生活内容がわかりますか

　（1）わからない　　（2）つかめる　　③その方法（　　　　　　　　　　　　）

　子どもに怪我や病気などの事隊があっ牟とき

L　連絡してくれる人がいない

2・すぐ齢さ泌誰か藤ず涙　　　）
　留守中に子どもにさせることがきまっていますか

1。　きまっていない

盆灘でr：1

すか 葛
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V

d
1．

2、

子どもとの約束ごと（注意すること，していけないことなど）

　とくにきめていない

欝／

子どもを幼稚園に通わせて働らいていることについて

a　共働きで保育所でなく幼稚園をえらんだのはどうしてですか

1・近所に保育所がない

2・実際に保育所の保育を参て，幼稚園の方がよいと思った（どんな点ですか　　　　　　　　）

3』一般に保育所は教育の面が欠けると思う

　4・　その他（　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

b　現在，子どもを幼稚園に通わせて働いていることで困ること，心配なことはどんなことですか

　L　ない
　2・　ある　　どんなことですか

　（1）

C

1、

2．

（2）

（3）

141

母親が職をもつために子どもに対して心がけていることがありますか

　ない

ある　　どんなことですか（ ）

w

d　幼稚園に子どもを通わせて何とかうまくやれている

　1．　うまくいっていない

　2・　うまくいっている

a

b

C

d

　　理由 （1）

　　　　　（2）

　　　　　（3）

仕事に対して

1．

2．

2．

1．

2．

3．

4．

1．

2．

仕箏をっづけることについて

　できるだけ早くやめたい　　　　　　　　　　　　　4・働けるだけ働く

　子どもが入学してらやめる　　　　　　　　　　　5・その他（　　　　　　　　）

　経済的にゆとりができたらやめる

働く理由は何ですか

　生活のため　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・老後の生活のため

　子どもの教育費のため　　　　　　　　　　　　6・家庭にとじこもりたくない

　住宅資金　　　　　　　　　　　　　　　　　7・働いて自分をのばしたい

　もっとゆとりある生活をするため　　　　　　　　8・自分の技術や経験を生かして社会に役立ちたい

幼稚園に子どもを入れるために従来の仕事をかえましたか

　変えない

変えた

膿欝　か（　）　）
父親の意見，態度

働くことに対して
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　　L賛成　　2・反対　　3・どちらともいえない 4・やむをえないと思？ている

　家事や育児に．

　　1・協力的　　2，やや協力　　3、非協力

e・子どもを預けて働いて経済的に差引どうですか

　　Lプラズになうでいる　　2，殆んど変らない　　3』マイナスになる　月額

f　子どもを育てながら働くことでのなやみがあったら書いて下さい。

．5，父親いない

ぐらい

V　総括的論考

　以上の調査結果から今日の保育の問題について，とく

に幼稚園との問題について考察をすすめでみたい。今日

の幼稚園と保育所の閲係については，一元化、その他行

政的な措置をとるこ≧が論議さ恥ているがぞζのような

行政的措置をとらずに，自然磨成行きにまかぜれば，ど

のような形態におちっくかを予測してみたい。

　このばあいに，香川県方式とでも言おうか，保育所は

年少幼児，幼稚園は年長幼児というようにある年齢で区

別されることがまず考えられる。一方，東京などでの大

都市においては，有職婦入の保育要望が一層つよくなり

都市型の保育所というべきものが，つくられてくると考

えられる。

　香川方式（年齢による区分）は，すでに多くの地方都

市においてなされており，すでに128市町村の保育所で

は4歳まで，幼稚園は5歳以上になっている（「48年度

犀生科学研究」岡田正章論文）。この傾向の原因としては

親の要求，学校側の指導，あるいは日本入の学校教育中

心の考え方などによると考えられよう。母親の要求とし

ては，保育所よりも幼稚園の方が教育的であると考えて

おり，公立幼稚園は保育所の費用よりもはるかに低額で

あることに魅かれたりしている。また，学校側の指導と

しては，公立幼稚園は小学校に附設され，その指導のも

とにあるもの多く，幼稚園義務制の話題もあ巻時代なの

で，とかく幼稚園の方が教育的にのぞましいものとして

勧誘する傾向がある。さらに日本人は，学校教育偏重の

考えがあり，家庭にいたのでは教育が十分行なわれない

と考えるし，また家庭類似の養穫では幼児の発達がおく

れるかの如き偏見を抱いでいる。また，先頃では子ども

の教育権のことがいわれ，子どもを保育所に通わしてい

たのでは子どもの教育権が守られないような考えがひろ

がっている。

　これらのために，親の要求，親の自然の選択から，保

育所よりも幼稚園を選ぽうとする考えが強くなってくる

と考えられる。

　このように，4歳ぐらいの幼児が保育所から幼稚園に

移れば，当然，困る問題も発生してくる。短い幼稚園の

保育を終えてから後の子どもの指導をどうするか，幼稚

園の送り迎えの責任を父兄に課せられるし，参観日，交兄

会，遠足など幼稚園行事に母親が動員されることが多い。

これらの問題に対して，地方都市，あるいは町村におい

ては，香川県の例で明らかなように，意外に問癒を吸収

し解決している。このような地域においてはン地元の生

活者が数多い。この人たちは・その土地に一定の住居を

もち祖父母などと同居しているものが多い。また，別居

の形をとっても，実家の近くとか，近くに親戚とか非常

に親しい人たちがいる。同居のばあいでは，子どもの幼

稚園後の世詣を頼むのは何でもないことであるし，また

元気な祖母がいるばあいには，むしろ・嫁が外に出て働

き，家事や子どもの世話を祖母にゆだねた方が経済的に

も，人問関係のう えでも万事好都合にいくのであろう。

地方都市や町村では，職場と住居が接近レてお凱 通勤

に30分をこすものが非常に少なく，15分位のものが多

い。これは働く母親の気持を軽ぐさせるとともに，”家庭

における子どもとの接触時間を多くしてくれ， それだけ

働く母親のなやみを軽減してくれる。さ らにまた，かれ

らの生活地域は，共同体的性格を残しており，たとえ子

どもの親が留守であっても，近隣の人が暖がぐ見守っで

くれ「カギっ子」としての心配も少ない6 とめようなわ

けで，4歳ごろから幼稚園に切りかえたとしでも》・1子ど

もの問題に深刻ななやみをもつこどはあまりおこらない

ようである。このために仕事をやめたり専任からパ」ト

に切りかえたという人もごく僅かである。1

　地方都市，町村においては，主としで転入者に問題が

おこるのではなかろうか。ずなわち，地方の施設に転勤

してきたような入たちの聞題である。このような人は，

親や親戚のような頼る人のいない所で夫と子どもだけの

小家族である。その住居も今日めことであるがら，貸間

小借家程度で終日子どもの育児に追われがちであろう。

かれらは外に出て働きたくても・それができないよ うな

状態におかれて導、る。この、たびの調査の中で，無職の人

をみると，必らずしもこの人たちが移住者というわけで

はないのであるが，その同居者数は少ないし，一戸建に
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住んでいる人も少なく家賃の奥担は一番多い。父親の

収不はへ他の平均より5叫000円ぐらレ｝高いようであ、る

が，父親の収入に依存しているので，その生活は必らず

しも豊耕ではない。 地元で共稼ぎをして叱・る人は家賃は

あまりいらず，二人の収入をあわせれば，工9万円が平均

でかなり安定した生活ができていると考えられる。した

がって， もし転入の入が働くとすると，幼稚園では間に

あわず，ど．うしても長時問保育の保育所が要求されてく

るのではなかろうか。ただ地方都市では，このような人

の数が少ないから，あまり表面にでないのではなかろう

か。したがって地方においては，今後は年少幼児のため

の保育所となり，年畳幼犀は幼稚園に移るという傾向が

つよぐなると考えられ る。

　大都市型。これに対し，東京の大都市では凄情がこと

なう。大都市は元来，そΦ土地に代々生活している人は

少ない。少数の地元都会人でも親の屋敷の中に別棟をつ

くって生活できる人はごくまれである。また，新婚当時

は実家の近くのアバート生活などしても，やがて公団住

宅塗どに移るが，このばあい，実家の家から非常に遠ざ

か窮とても子どもの世詣を親に頼むなどということは

困難で南る。それに都会には，地方からの流入家族が非

常に多い。かれらは核家族であり，住宅難のため，子ど

もが自分の家の中で遊んだりすることもできない。この

人たち1馬母親炉働らきにでるとすれば，どうしても長

時問保育してくれる保育所でなければ間にあわなくな

る。その保育時間も通勤時間がかかるため，さらに延長

されがちである。このような人の中には，公務員，会祉

員，教員，看護婦，自家営業のような，専門的，あるい

は半専門的職種の人がふえてきた。かれらは経済的に貧

困ではなく，したがって保育所措置の方からいえばD階

級の人たちであり，しかもその専門職種であるがゆえに

途中で退職することは当入の希望からも経済的面からも

不利であり，看護婦などは家庭に帰った人さえ改めて動

員されている。このような入たちは1保育所に対する

強い要求をもっており，しかも保育所の方が変化してい

る。以前は貧困階級のための援護機関とみられていた

が・最近の有職婦人たちはそのような偏見をもっておら

ず，大学の講師をしながら子どもを保育所にあづける人

もみられる。

　この意味で都会の保育所としては，このような導門的

半専門的職種の母親から強い要望がだされてくると思わ

れる。このように新しい要請に応じた保育所が地方の保

育所と別の形態で要求されてくる。このような専門的，

半専門的な有職婦人にその職業を通して生きがいをもた

せ，社会に貢献さずことは非常に必要なことであり，そ

のために巧要な保育磯関が肇備されるこ≧峠望ましレ）こ

とである。しかレかれらは，経済力も具えた職業人で南

るので，その公的援助もそ弗ほど必要としない人達でみ

る。あまりにも過度の援助をすることは，大谷嘉朗氏g

研究（49年度厚生科学研究）にもみられるように，・かえ

って家庭にて育児に専念している人に対し不公平になる

おそれがある。国で定めた収入に応じた父兄の負担ぐら

　　　　　　　　　ヤいならよいが，さらにそれ以上の援助を府県で加えるこ

とは，やはり税金を使用するのであるから，かなり慎重

Fな配慮が必要である。受益者負担をたてまえとし，それ

に若干の援助をするのが正しいのではないだろうか。

　以上，保育所の今後の動向について簡単な考察をおこ

なったが，その結果から考えられる保育所の制度につい

て付書しておきたいo

　保育所は，3歳までの年少幼児と4～5歳の年長幼児

に大別することがのぞましい。この区分の年齢は，3歳

あるレ、は5歳でよいかも知れない。幼稚園は3歳からす

ることになっているので，それ以前の年齢にしてもよ々・

し幼稚園の義務制が仮に5歳児からになれば5歳に移動

してもよいかも知れない。しかし今日の幼稚園の現状

から考えて，2年保育が普及しており，一方，3歳児の

就園については子どもの発育のためからいっても必らず

しも望ましいとは考えられず，ゲゼルなどは3歳児が毎

日幼稚園に通うことは有害であるとさえいっている。ゆ

えに，幼稚園に切り変える時期は4歳であるとするのが

妥当であると思う。

　3歳以下の年少幼児のための保育所は，家庭保育を補

完するためにおこなう養護を主とし，基本的習慣の自立

を集団を通して指導するものとする。

　年長幼児の保育所は，幼稚園においておこなわれる教

育的機能と内容を包含したものでなければならない。

　地方の都市や町村においては，年長幼児のための保育

機関はそれほど必要性がないので1保育所は満3歳まで

とし，5歳まで延長できるという措置でも間にあうかも

知れない。しかし，大都市においては，年長幼児のため

の保育所の要望がつよく，ますます増大すると思われる

ので，これ，に対する具体的な対策をとる必要があろう。

そのためには，さまざまの形態が考えられるが，単純な

幼保一元化論やそのための行政機構を新設することはき

わめて困難であるので、っぎのようないくつかの道は実

用性をもっのではなかろうか。

く第1案＞

　今日の保育所の年長幼児を，幼稚園の設置基準や教育

内容指導者の教員としての資格など，幼稚園と同等の

ものとし，そのうえでなお長時間保育をしていることに
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対して，文部省側に幼稚園教育をうけたものと認定して

もらうこと，これは保育所と幼稚園の二重看板にすると

いうのではなく，保育所の保育を，義務制と化したばあ

いの幼稚園と認定してもらうことである。

〈第2案＞
　4歳以後の保育と教育は，幼稚園側に委託する。した

がって幼稚園は，ふっうの幼稚園教育のあとで延畏保育

をする。このことは，他の労働条件と他の要件が整えば

保育そのものは困難なことではない。年少幼児のばあい

には，養護的要素が非常に多いので困難であるが，年艮

幼児のばあいはそれほど困難ではない。フランスのエコ

ール・マテルネルは午前の保育がすむと・一旦家へ帰る

が，2時頃から再び午後の保育をおこなっているし，イ

ギリスのinfant・school（5歳から7歳までの義務教育）

では・午前中は3時間の学習指導をおこなっているが・

午後は絵画製作や遊びなどを中心として，同じ場所で同

じ教師が指導をっづけている。ただ日本の公立幼稚園で

はゲ制度上，あるいは教員の要求などから，この形態は

殆んど不可能かも知れない。しかし，私立幼稚園ならぱ

この問題を簡単に解決してくれるであろう。すなわち，

長時間保育してくれる私立幼稚園がつくられ，その経費

は受益者負担をたてまえとする。ただし，教育に関して

幼稚園就園補助があるように，保育的役割に対して厚生

省からの補助金が出ることが望ましい。

〈第3案＞

　児童館を活用する。今日学童保育を児童館がおこなっ

ているが，幼稚園後の時間の保育に欠けた子どもに対し

て，児童館がうけもっ。しかしこの場合は、児童館に行

っている間だけの指導でなく，幼稚園を終えてから家庭

に帰るまでの保護と指導をうけもたねば親として安心で

きないから，児童館の機能を大いに拡張する必要があろ

う。
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